


誓約する団体の名称 誓約する団体の代表者⽒名 誓約する団体の役割

４．コンソーシアム構成団体が⾏政機関から受けた指導、命令等に対する措置の状況

団体名 指導等の年⽉⽇ 指導等の内容 団体における措置状況

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

3.コンソーシアム情報

(1)コンソ シアムの有無

コンソ シアムで申請し
ない

コンソーシアムに関する誓約

コンソーシアムに参加する全ての団体（以下、「コンソーシアム構成団体」という）は、幹事団体が資⾦分配団体⼜は活動⽀援団体（以下、「資⾦分配団体等」という）としての助成の申請
なお、誓約内容について相違がなく、これらの誓約等に反したことにより、選定の取り消し等が⾏われることとなっても、異議は⼀切申し⽴てません。

1コンソ アム構成団体は、幹事団体を通じてコンソ アムの実施体制表を提出し、幹事団体が資⾦分配 団体として採択された場合は、 般財団法⼈⽇本⺠間公益活動連携機構との資⾦

２.本誓約書にて誓約をしたコンソーシアム構成団体について、申請締め切り後、コンソーシアム構成団体に変 更があった場合は申請を取り下げます。

3.コンソーシアム構成団体が申請に際して確認した次の（１）〜（４）の事項等

(１)⽋格事由について

(２)公正な事業実施について

(３)規程類の後⽇提出について（※通常枠のみ該当）

(４)情報公開について（情報公開同意書）

4.事業情報の登録・事業県連書類の提出

事業名

デジタルスキル研修＆就労⽀援を核としたシングルマザー⽀援団体の育成・促進事業

複数選択

イノベーション企画⽀援事業



休眠預金活用事業 事業計画書 【2024年度通常枠】 ※採択された後の資金提供契約書別紙１の対象は、事業計画書の冒頭から「Ⅱ．事業概要」までとします。

基本情報

優先的に解決すべき社会の諸課題

(1) 子ども及び若者の支援に係る活動
－ ① 経済的困窮など、家庭内に課題を抱える子どもの支援

② 日常生活や成長に困難を抱える子どもと若者の育成支援
③ 社会課題の解決を担う若者の能力開発支援
⑨ その他

(2)日常生活又は社会生活を営む上での困難を有する者の支援に係る活動
－ ④ 働くことが困難な人への支援
○ ⑤ 孤独・孤立や社会的差別の解消に向けた支援
○ ⑥女性の経済的自立への支援

⑨ その他
(3)地域社会における活力の低下その他の社会的に困難な状況に直面している地域の支援に係る活動

○ ⑦ 地域の働く場づくりや地域活性化などの課題解決に向けた取組の支援
⑧ 安心・安全に暮らせるコミュニティづくりへの支援
⑨ その他

申請団体 資金分配団体
資金分配団体 事業名（主） デジタルスキル研修＆就労支援を核としたシングルマザー支援団体の育成・促進事業

事業名（副） 北海道、東北、甲信越、中国地方における支援団体モデル構築
団体名

事業の種類1 ③イノベーション企画支援事業
一般社団法人グラミン日本 コンソーシアムの有無 なし

事業の種類4

領域／分野

その他の解決すべき社会の課題

事業の種類2
事業の種類3

必須

任意

申請時入力不要



SDGsとの関連

Ⅰ.団体の社会的役割
(1)団体の目的 193/200字

(2)団体の概要・活動・業務 192/200字

_5.ジェンダー平等を実現し
よう

5.b   女性の能力強化促進のため、ICTをはじめとする実現
技術の活用を強化する。

生活困窮リスクを抱える低所得のシングルマザーを対象に、デジタルスキル研修と起業・就労支援を
提供することで、彼女らの貧困からの脱却を目指す。デジタルスキル研修の内容は多岐にわたるが、
オンラインを活用した在宅勤務が可能となる基礎スキルと専門スキルの習得を目指す。

_8.働きがいも経済成長も 8.5   2030年までに、若者や障害者を含む全ての男性及び女
性の、完全かつ生産的な雇用及び働きがいのある人間らし
い仕事、並びに同一労働同一賃金を達成する。

生活困窮リスクを抱える低所得のシングルマザーを対象に、デジタルスキル研修と起業・就労支援を
提供することで、彼女らの貧困からの脱却を目指す。これにより、男性に比べて平均所得が低く、雇
用形態も非正規雇用が中心で経済的に不安定な状況にあるシングルマザーの状況を改善する。

ゴール ターゲット 関連性の説明
_1.貧困をなくそう 1.2   2030年までに、各国定義によるあらゆる次元の貧困状

態にある、全ての年齢の男性、女性、子供の割合を半減さ
せる。

生活困窮リスクを抱える低所得のシングルマザーを対象に、デジタルスキル研修と起業・就労支援を
提供することで、彼女らの貧困からの脱却を目指す。

シングルマザーを中心とした貧困その他生活に困窮する者を対象に、少額の貸付けその他の金融サービス（＝マイクロファイナンス）と、独自に開発した金融教育、ライフ･スキル研修、コー
チング、カウンセリングなどの伴走支援を提供することを通じて、日本における格差・貧困の解消に貢献することを目的とする。利益最大化ではなく社会課題解決を目的とするユヌス･ソー
シャルビジネス7原則に基づき運営されている。

ノーベル平和賞受賞のムハマド･ユヌス博士が設立したグラミン･ネットワークの日本法人として2017年に設立された。主要業務は、シングルマザーを中心とした生活困窮リスク層を対象とし
たマイクロファイナンス、伴走支援、スキル研修、起業・就労支援と、こうした支援手法の普及･啓発活動である。2022年5月にはでじたる女子活躍推進コンソーシアムを結成し地方在住女性
の自立を支援する活動を開始した。

_4.質の高い教育をみんなに 4.3   2030年までに、全ての人々が男女の区別なく、手の届
く質の高い技術教育・職業教育及び大学を含む高等教育へ
の平等なアクセスを得られるようにする。

生活困窮リスクを抱える低所得のシングルマザーを対象に、デジタルスキル研修と起業・就労支援を
提供することで、彼女らの貧困からの脱却を目指す。シングルマザーの多くは、所得が低く、非正規
雇用のため、デジタル分野におけるリスキリング研修を受ける機会が限られているが、本事業を通じ
てデジタル分野でのリスキリング機会を提供する。

_10.人や国の不平等をなくそ
う

10.2   2030年までに、年齢、性別、障害、人種、民族、出
自、宗教、あるいは経済的地位その他の状況に関わりな
く、全ての人々の能力強化及び社会的、経済的及び政治的
な包含を促進する。

生活困窮リスクを抱える低所得のシングルマザーを対象に、デジタルスキル研修と起業・就労支援を
提供することで、彼女らの貧困からの脱却を目指す。これにより、シングルマザー本人だけでなく、
彼女らの子どもたちのウェルビーイングを向上させるだけでなく、貧困に起因する教育やキャリア追
求の格差解消を図る。



Ⅱ.事業概要

(終了)

事業概要

595/600字

国外活動の有無 － 資金提供契約締結日 採択後の契約時に用いる欄です

最終受益者 上記シングルマザー本人とその家族 (人数) 200〜500名

■全体像
北海道、東北、中部・北陸、中国の4つの地方において、デジタルスキル研修と起業・就労支援等を通じたシングルマザーの経済的自立支援に関心を持つ実行団体
を支援する。支援に当たっては、グラミン日本がこれまで蓄積してきたデジタルスキル研修と起業・就労支援のノウハウをの共有を通じて、実行団体が地域の経
済・社会状況を踏まえた独自の支援プログラムを構築・発展させることを後押しする。
■資金支援を通じて実行団体に期待する活動
①家計管理などのライフスキル研修、②社会人基礎力を高めるソフトスキル研修、③デジタル分野での起業・就労に必要なデジタルスキル研修、④キャリア・コ
ンサルティングやキャリア・マッチングなどの起業・就労支援、⑤コミュニティ形成を通じた孤独・孤立解消とモチベーション向上、等の包括的支援
■事業の新規性
（1）RPA、SAPなどの最新のデジタル技術の活用、（2）シングルマザーの自立に向けた包括的支援モデル、（3）雇用とアウトソーシングを通じてシングルマ
ザーの経済的自立を支援する新たな企業CSVモデル、（4）自治体PFS/SIBを活用した出口戦略、（5）地域におけるコレクティブ・インパクトの展開、等を提案
し、社会実装を目指している点。特に、（3）は、企業による新たなCSVモデルとして欧米で「インパクト雇用」「インパクト・ソーシング」と呼ばれるイノベー
ションモデルである。

本事業における、不動産（土地・建物）購入の有無
※助成金で土地の購入はできません。建物の購入（建物新
築含む）は原則できません。自己資金等で購入する場合は
認められます。詳しくは公募要領をご確認ください。

なし

直接的対象グループ 対象地域在住の、生活困窮リスクを抱えるシングルマザー (人数) 100名〜200名

実施時期

(開始) 2024/10/1 2028/3/31 対象地域

北海道、東北、中部・北
陸、中国地方



Ⅲ.事業の背景・課題
(1)社会課題 995/1000字

(2)課題に対する行政等による既存の取組み状況 187/200字

(3)課題に対する申請団体の既存の取組状況 199/200字

(4)休眠預金等交付金に係わる資金の活用により本事業を実施する意義 200/200字

Ⅳ.事業設計
(1)中長期アウトカム

■日本の格差・貧困問題とシングルマザーの状況
日本の格差・貧困問題は深刻度を増している。OECDによると、日本の貧困率はOECD加盟国41カ国中32位、貧困格差は同36位と低い。特にシングルマザーの状況は深刻で、厚生労働省による
と、母子世帯全国123.2万世帯中、43.8％がパート・アルバイト等の非正規雇用に従事しており、平均年間就労収入はわずか200万円、世帯全員の収入を合わせても348万円に過ぎない。これ
は、児童のいる世帯の平均所得の49.2％という低い水準である。この状況は、近年の新型コロナウィルス感染拡大による雇い止めや就業時間短縮、高騰するインフレによりさらに悪化している
と推測される。
■地域の所得格差
また、地域間の所得格差も深刻である。内閣府によると、2019年度の県民所得1位の東京と最下位の沖縄との格差は2.4倍と大きな開きがある。地域間の格差も、関東地方と九州・沖縄地方と
の平均所得の差は1.46倍と深刻である。地方在住のシングルマザーの貧困は都市部に比べてさらに深刻だと思われる。
■欧米の革新的な取り組み
欧米諸国では、企業の雇用・アウトソーシングを通じて問題を解決するインパクト・ハイヤリングやインパクト・ソーシングと呼ばれる新たな試みが注目を集めている。これは、米国ロック
フェラー財団が提唱したモデルで、大手IT企業が低所得・低スキル労働者を雇用したり、彼らを研修・雇用する企業・団体にアウトソーシングする事業である。米国では、低所得コミュニティ
の黒人女性やシングルマザーへのプログラミング研修を通じて生活水準を向上しようという団体が各地で活動している。欧州でも、SIBを活用して生活困窮者向けに同様の研修・就労支援を実
施している団体があり、このモデルの妥当性は検証されている。
■日本における革新の可能性
日本でも、デジタル人材不足は深刻である。経済産業省によると、2030年時点で78.7万人のIT人材需給ギャップが発生するとされる。近年のリモート勤務の増加や政府のDX化推進により、デ
ジタル化を担う人材不足はさらに拡大すると予想される。デジタル人材不足問題と、生活困窮リスク層の格差・貧困問題の双方を解決するソーシャル・イノベーションとして、デジタル・スキ
ルを軸としたインパクト・ハイヤリング／ソーシング事業モデルを日本に導入することが求められる。

厚生労働省が「ひとり親自立促進パッケージ」を通じて、就業相談から就業情報までを自治体窓口でワンストップで提供し、職業訓練期間中の給付金の支給や貸付金の提供なども行っている。
しかし、高等職業訓練促進給付金は6ヶ月以上の訓練のみで短期の研修は対象としておらず、また研修の多くが看護士、保育士、介護福祉士、美容師などで、在宅勤務が可能なデジタル･スキル
研修は少ないのが現状である。

シングルマザーに対するマイクロファイナンス、伴走支援、デジタル･スキル研修、就労マッチングをパッケージで提供するプログラムを実施してきた。2021年度と2023年度に資金分配団体に
採択され、今回対象地域以外の10団体に支援を行ってきた。2022年度に、地方の女性自立を目的にデジタル女子推進コンソーシアムを設立し同様のパッケージを提供している。2023年より
NCR財団の資金で新規事業を立ち上げた。

グラミン日本の支援モデルは、包括的支援によりデジタル就労を通じた自立を目指す点で行政や他の支援団体と異なる独自性を持つ。2021年度と2023年度の資金分配団体事業で採択した10団
体はグラミン日本の支援モデルをベースに着実に成果を上げており、今回、空白地域で4団体が事業を立ち上げれば、全国各地でモデル事業が展開されることになり、新たな企業CSVモデルを
通じた格差・貧困解消の仕組み作りが可能となる。

事業終了後から5年後を目処に、（1）グラミン日本と同様のデジタル･スキル研修＋就労支援パッケージを提供できる団体の全国ネットワークをグラミン日本主導で構築、（2）デジタル就労
の受け皿企業を積極的に開拓し、民間企業の雇用･アウトソーシングを活用して生活困窮リスク層の自立を支援する「インパクト･ハイヤリング／ソーシング企業」ネットワークの構築、（3）
資金提供手法として、自治体における成果連動型資金提供（PFS)の組成･活用の推進を行う。これにより、意志と意欲があれば、どのような境遇やバックグランドであっても、生活困窮リスク
を抱えるシングルマザーがデジタル起業・就労を通じて経済的、社会的、精神的自立を果たし、家族とともに豊かで幸せな生活を送ることが出来る社会を目指す。



(2)-1 短期アウトカム（資金支援）※資金分配団体100字 指標 100字 初期値/初期状態 100字 中間評価時の値/状態 事後評価時の値/状態
各実行団体が、デジタルスキル研修と起業・就労支援を
軸とした包括的支援プログラムを立ち上げ、３年間で50
名以上の生活困窮リスクを抱えるシングルマザーを支援
する。

・支援プログラム立ち上げ
・支援プログラム参加者数

・ゼロ
・ゼロ

・支援プログラムを年間最低1
回実施している状態
・各実行団体25名以上

モニタリング

生活困窮リスクを抱えるシングルマザーが、プログラム
参加を通じて経済的、社会的、精神的自立度を増し、自
身と家族のウェルビーイングを向上させる。

・経済的、社会的、精神的自立の改善度
・自身と家族のウェルビーイングの改善度

・プログラム参加時の状態
・プログラム参加時の状態

・参加者の60％以上が自立度を
改善
・参加者の60％以上がウェル
ビーイングを改善

生活困窮リスクを抱えるシングルマザーが、プログラム
への参加を通じて就職、昇進、正社員化、転職、起業、
副業等の就労状況の改善と、自分のライフスタイルに応
じた所得向上を達成する。

・就労状況の改善（就職、昇進、正社員化、転
職、副業等）
・所得の向上

・プログラム参加時の状態
・プログラム参加時の状態

・参加者の60％以上が就労状況
改善
・参加者の60％以上が所得向上



(2)-2 短期アウトカム（非資金的支援）※資金分配100字 指標 100字 初期値/初期状態 100字 中間評価時の値/状態 事後評価時の値/状態モニタリング
各実行団体が、策定した組織基盤構築計画に沿って組織
基盤を強化し、生活困窮リスク層に対するデジタルスキ
ル研修＆就労支援事業を自立的に提供できる体制を確立
する。

各実行団体へのヒアリング・対話を踏まえて組
織基盤構築計画を策定し、これに沿って初期値
と目標値を決定

同左 組織基盤構築目標の70％以上達
成
（プログラム終了時点）

インパクト雇用／ソーシングを通じたシングルマザー支
援が、日本企業のCSV手法の一つとして認知される。

各実行団体へのヒアリング・対話を踏まえて、
プログラム参加者の雇用・発注の受け皿企業確
保に向けた行動計画を策定し、これに沿って初
期値と目標値を決定

同左 行動計画目標の70％以上達成
（プログラム終了時点）

各実行団体が、策定した出口戦略に沿って準備を行い、
休眠預金資金支援終了後の事業の継続・発展に向けた体
制を整備する。

各実行団体へのヒアリング・対話を踏まえて出
口戦略を策定し、これに沿って初期値と目標値
を決定

同左 出口戦略目標の70％以上達成
（プログラム終了時点）



154/200字

184/200字

112/200字

(3)-1 活動：資金支援 ※資金分配団体入力項目 時期
〈資金分配団体の活動〉
■事業実施準備
⇒事務局立ち上げ、資金支援担当スタッフ委嘱、プロジェクト用HP開設 等
■実行団体募集･審査準備、事前評価
⇒募集要領作成、対象地域における事業募集･広報協力団体の確保、対象地域におけるニーズ調査とステイクホルダー分析を中心とした事前評価、外部審査委員の選定･委嘱 等

2024年10月〜12月

〈資金分配団体の活動〉
■実行団体募集
⇒事業募集・広報協力団体の支援を得て、各地でリアル＋オンラインの説明会を開催
⇒事業募集・広報協力団体の支援を得て、各地で募集要領を配付
■提案書受付・個別面談
⇒応募を検討する団体から事業提案書を受付
⇒応募を検討する団体との個別面談
■事業申請書類受付
⇒上記のプロセスを経て本申請を希望する団体から正式な事業申請書類を受付

2025年1月〜3月

〈資金分配団体の活動〉
■実行団体審査
⇒申請書類整理、書面審査、オンライン・プレゼンテーション開催、外部審査委員会、採択団体決定
■実行団体決定
⇒内定通知＋不採択通知、資金提供契約締結、実行団体向け事前オリエンテーション

2025年4月〜6月



480/200字

403/200字

133/200字

68/200字

0/200字

〈実行団体の活動〉
■事後評価、完了報告、精算
⇒事業完了に伴う事後評価報告書、事業完了報告書、精算報告書などを作成。内部監査実施
■休眠預金支援終了後の持続可能性確保に向けた準備
⇒2028年3月以降の事業継続に向けた運営体制の整備、プログラムの見直し、資金調達等

2028年1月〜2月

〈資金分配団体の活動〉
■事後評価、完了報告、精算
⇒事業完了に伴う事後評価報告書、事業完了報告書、精算報告書などを作成。内部監査実施。

2028年1月〜3月

〈実行団体の活動〉
■事務局立ち上げ、プログラム設計
⇒採択された実行団体は、グラミン日本及びこれまでグラミン日本の支援を受けてきた実行団体のプログラムについてブリーフィングを受ける。
⇒その上で、地域の社会・経済状況やシングルマザーのニーズを踏まえたデジタルスキル研修＆起業・就労支援プログラムを設計し、研修コンテンツを準備する。
⇒プログラム設計を踏まえ、デジタルスキル研修講座の準備、伴走支援・就労支援スタッフの確保、連携・協力する団体・企業の確保を行う。
⇒必要に応じて、伴走支援・就労支援スタッフの研修を行う。
■事前評価
⇒地域のシングルマザーの起業・就労に対するニーズ調査を行う。
⇒地域のシングルマザー支援団体や連携・協力企業に関するステイクホルダー・マッピングと分析を行う。
⇒地域の行政・支援団体・専門家等に対するヒアリングを通じて、デジタルスキル研修＆起業・就労支援プログラムの妥当性検証を行う。
■プログラム確定、参加者募集準備
⇒事前評価を踏まえて、プログラムを確定
⇒参加者募集案内作成、募集・広報用HP立ち上げ、広報協力団体確保等

2025年7月〜12月
（時期は予定で、実行団体の進捗状況に応じて変動があり得る。以下同じ。）

〈実行団体の活動〉
以下のプログラムを2年間で4期〜6期開催。但し、プログラムの内容により1期の期間は変動あり。
■参加者募集・審査
⇒プログラムに参加するシングルマザーの募集、説明会開催、個別面談・審査、採用等
■実行団体によるデジタル･スキル研修・就労支援事業
⇒それぞれのリソースと地域の実情に応じて、生活困窮リスクを抱えるシングルマザーに対する伴走支援、ライフ･スキル研修、ソフト･スキル研修、デジタル･スキル研修及び就労支援を
実施。
■連携・協力団体確保
⇒雇用･発注の受け皿企業の拡大のために、企業向け説明会の開催やマーケティングを行う。また、包括的支援のための連携・協力団体の確保も行う。

※上記の事業を通じて、プログラムに参加するシングルマザーが、デジタル分野での就職、正社員化、昇進、転職、副業、起業などを通じて就労状況を改善し、所得の向上と本人・家族
のウェルビーイングの改善を目指す。

2026年1月〜2027年12月



346/200字

205/200字

200/200字

118/200字

0/200字

Ⅴ.広報戦略および連携・対話戦略

193/200字

■プログラム運営支援／組織基盤構築支援／連携・協力支援
⇒2026年の支援を継続する
■出口戦略支援
⇒1年間の活動実績を踏まえ、出口戦略と行動計画の見直しを行う
⇒その上で、休眠預金支援終了後の事業の持続可能性確保に向けた準備作業に必要なスキル・情報を提供し、相談対応を行う。
⇒実行団体の意向を踏まえ、必要に応じて各地方の自治体とPFS/SIB導入や、補助金・助成金の新設に向けた協議を開始する。

2027年1月〜2027年12月

■事業成果の公開・普及
⇒一般向け事業報告書を作成・公開する。
⇒一般向け事業報告会を開催する。
⇒グラミン日本が連携・協力する企業・財界ネットワークを通じて、雇用とアウトソーシングを通じた新たな企業CSVモデルの普及・啓発を推進する。

2028年1月〜3月

(3)-2 活動：組織基盤強化・環境整備：非資金的支援 時期
■プログラム立ち上げ支援
⇒実行団体向け研修実施（グラミン日本の支援プログラムの紹介、過去に採択された実行団体の事例紹介等）
⇒伴走支援（実行団体のプログラム設計の際、必要となる伴走支援、各種研修、就労支援などについて、情報提供や相談対応を行う。）
■組織基盤構築・出口戦略支援
⇒実行団体のガバナンス・コンプライアンス状況のチェックを行い、休眠預金支援期間中のガバナンス・コンプライアンス整備計画の策定を支援
⇒実行団体の組織診断を行い、休眠預金支援期間中の組織基盤構築計画の策定を支援
⇒実行団体と出口戦略と、実現に向けた行動計画の策定を支援
■連携・協力支援
⇒実行団体のステイクホルダー・マッピング＆分析の実施を支援
⇒上記に基づき、連携・協力戦略と、実現に向けた行動計画の策定を支援

2025年7月〜12月

■プログラム運営支援
⇒実行団体のプログラム運営に必要なスキル・情報を提供し、相談対応を行う。必要に応じて、研修を実施。
■組織基盤構築支援
⇒実行団体が策定した組織基盤構築計画の実現に必要なスキル・情報を提供し、相談対応を行う。必要に応じて、資金調達、広報・マーケティング、法人化などの研修を実施。
■連携・協力支援
⇒実行団体が策定した連携・協力行動計画の実現に必要なスキル・情報を提供し、相談対応を行う。

2026年1月〜2026年12月

広報戦略

■一般向け
⇒グラミン日本の休眠預金資金事業専用ウェブサイト、Twitter、Instagram、LINEを通じてグラミン日本及び実行団体の情報を随時発信する
■企業向け
⇒グラミン日本のB to Bサイトを通じて、企業向けに情報を発信し協力企業の拡大を目指す
■成果の普及
⇒3年間の活動を通じた包括的支援モデルとインパクト雇用/ソーシングの成果を一般向けの報告書・報告会等で発信する



175/200字

Ⅵ.出口戦略・持続可能性について 助成期間終了後も社会課題の解決に向けた活動を継続させる戦略・計画を記入してください。

400/400字

394/400字

Ⅶ.関連する主な実績
(1)助成事業の実績と成果 792/800字

連携・対話戦略

■実行団体間の連携
⇒2021年度、2023年度に採択した10実行団体との交流会を通じて、実行団体間のネットワーク化を進める。
■他の支援団体との連携
⇒シングルマザー支援に取り組む他団体への情報発信と対話を通じて、連携・協力を進める。
■企業連携
⇒インパクト雇用/ソーシング賛同企業の拡大に向け、経団連等の財界や地域の商工会議所等との連携を進める

資金分配団体

■事業実施体制の整備
⇒グラミン日本は今年設立5周年を迎え、事業基盤確立から成長・発展への移行期にある。スケールアップに備え、今後3年間で、グラミン日本の
支援メソッドのマニュアル整備、支援員育成のためのオンライン講座拡充などを進める。
■寄付受入体制の整備
⇒グラミン日本はこれまで企業プロボノ支援と助成金を中心に運営してきたが、今後の安定した運営には寄付収入の拡大が不可欠である。今後、
公益法人認定申請を行い寄付受入体制を整備すると共に、金融機関・企業に働きかけて公益信託の受け皿機関指定を通じた寄付拡大を目指す。
■出口戦略
⇒休眠預金資金支援終了後もデジタル女子コンソシアムを継続し全国展開を進める。その上で、自治体補助金（PFSを含む）や公的機関･財団の
助成金を追求し、確保出来た地域において、生活困窮リスク層に対するデジタル･スキル研修＆就労支援事業を継続する。また、収益事業の開発
も行う。

実行団体

実行団体の持続可能性確保に向けた出口戦略は、採択された実行団体の状況に応じて異なる。このため、具体的な内容は実行団体との対話を通じ
て策定する予定。現時点で想定している一般的な出口戦略の柱は以下の通り。
■デジタル･スキル研修＆就労支援の内生化
⇒各実行団体において、生活困窮リスク層の自立に求められる伴走支援からデジタル・スキル研修、就労支援をワンセットで提供できる体制を確
立する（専門スタッフ育成、パートナー機関確保等）
■資金調達体制の整備
⇒非営利法人については、寄付・助成の拡大に向けた公益認定やグッドガバナンス認証の取得を支援する。また、グラミン日本のネットワークを
通じた企業プロボノのマッチング支援を行う。営利法人については、支援終了後も生活困窮リスクを抱えるシングルマザーへの支援継続を担保す
るため、グラミン日本と連携しつつインパクト雇用／ソーシングの出口企業確保を目指す。

■2021年度休眠預金資金活用事業の資金分配団体事業「シングルマザーのデジタル就労支援：互助グループ形成による仲間作りとデジタルスキル習得」が採択された。現在、首都圏で活動す
る4実行団体（NPO1、一般社団法人1、株式会社2）が支援を開始している。
■2021年度事業の非資金的支援として、以下を実施した。
⇒シングルマザー支援協会による、各実行団体の支援担当者向けの集合研修
⇒非資金的支援担当POによる、各実行団体の支援担当者向けのグラミンプログラム説明会（マイクロファイナンス、ソーシャル・リクルーティング・プラットフォーム等）
⇒非資金的支援担当POによる、各実行団体の支援担当者向けの支援手法に関する集合研修（リードザ自分、支援者の心構え等）
⇒組織基盤構築支援担当POによる、各実行団体へのヒアリングとこれに基づく出口戦略・組織基盤構築計画の策定
⇒組織基盤構築に向けた企業プロボノによる研修
⇒評価アドバイザーによる評価研修及び個別面談を通じた支援
⇒ガバナンス・コンプライアンス構築支援（整備状況調査・ヒアリングをすべての実行団体で実施し、フィードバック済み）
⇒実行団体と企業・支援団体・自治体との連携・マッチング支援（自治体との意見交換会1回、支援団体との情報交換会1回）
■2023年度休眠預金活用事業の資金分配団体事業「デジタルスキル研修＆就労支援を通じたシングルマザーのエンパワーメントと地域格差の解消」が採択された。本事業には27団体から応募
があり、選考の結果、首都圏以外で活動する6実行団体（NPO1、一般社団法人1、株式会社4）を採択し、現在、プログラム立ち上げ準備を進めている。なお、この6団体の活動地域は、岩手県
（ただし山田町周辺のみ）、愛知県、大阪府、徳島県、熊本県、沖縄県となっており、北海道、東北、中部・北陸、中国の4地方が空白となっている。



(2)申請事業に関連する調査研究、連携、マッチング、伴走支援の実績、事業事例等 795/800字

Ⅷ.実行団体の募集

191/200字

196/200字

198/200字

(1)採択予定実行団体数 4団体

(2)実行団体のイメージ

生活困窮リスクを抱えるシングルマザーに対して、伴走支援、デジタルスキル研修、起業・就労支援を包括的に提供できる団体。以下のようなコレクティブ･イン
パクトの試みを優先する。
・シングルマザー支援団体が、女性向けキャリア研修提供団体や就労支援団体と提携し包括支援を実施。
・デジタル分野で女性を積極的に活用して事業を展開する企業・団体が、シングルマザー支援団体と連携して包括支援を実施。

(3)1実行団体当り助成金額

■1実行団体あたり1000万円×3年間＝3000万円を想定。
■主な助成費目
⇒プログラム立ち上げ経費（事前調査、プログラム設計、人材育成等）、運営管理経費（人件費、運営費、通信費、打合せ経費、交通費等）、シングルマザー支
援スタッフ経費（伴走支援、キャリア･カウンセリング等）、デジタルスキル研修受講費、プログラム参加者のための諸経費（パソコン貸出、モバイルWi-Fi提供
等）、募集・広報費等

■企業連携
・SAPジャパン、MAIAと共にデジタル女子コンソシアムを設立し、デジタルスキル研修･就労支援を通じた地域における女性自立支援を行っている。
■調査研究
・アクセンチュアが2016年よりグローバルに推進しているインパクト雇用（伝統的な人材調達／採用方法では見落とされていた社会的不利益層を対象に、職能訓練の先にある雇用までを支援
する社会貢献活動）の調査研究活動を実施。
・2022年に、多摩大学社会的投資研究所の協力を得て、インパクト･ソーシング（社会的不利益層に対して職業訓練・雇用を提供する企業を対象に、大企業が積極的にアウトソーシングを行う
こと支援する社会貢献活動）に関する海外動向調査を実施。
・2023年に、デロイト・トーマツ・コンサルティングと協力し、「インパクト雇用で実現する人的資本経営」レポートを作成。これに基づき、雇用とアウトソーシングを活用した新たな企業
CSVの普及に向け、企業向けのセミナー・ワークショップを開始した。
■プロボノ受入
・グラミン日本は、設立以来、企業プロボノ支援を積極的に受け入れている。2024年4月現在、企業ボランティアとして8社・団体41名のご協力を得ている。また、個人ボランティアも91名
で、広報、マーケティング、経理、監査、プロジェクト･マネジメント、IT･システム管理など多様な事業分野で専門スキルを提供して頂いている。
■事業事例
・2021年から2年間、REEP共創財団の「キャッシュ･フォー･ワーク（CFW)」事業の助成を受け、生活困窮リスクを抱えるシングルマザーに対するデジタルスキル研修・就労支援事業を実施し
た。
・2023年3月から米国NCR財団の助成を得て、沖縄県、東京都でシングルマザーに対するデジタルスキル研修＆就労支援事業を実施。2024年度は、沖縄、東京に加えて、石川県、宮城県でも
実施する予定である。

(4)案件発掘の工夫

今回は、北海道、東北、中部・北陸、中国の4地方に特化した募集となるため、6ヶ月かけて以下の取り組みを行い、案件発掘に万全を期す。
■4地方の中間支援組織やソーシャルビジネス支援組織等の協力を得て、現地説明会をリアル・オンラインで複数回開催
■シングルマザーサポート団体全国協議会や厚生労働省所管の母子家庭等就業・自立支援センターなどの全国ネットワークを通じて4地方の支援団体に幅広く応募
を呼びかけ





 

資金計画書 バージョン
（契約締結・更新回数）

1

資金分配団体
2024/10/01 2028/03/31

事業名

団体名
事業名
団体名

プログラムオフィサー関連経費
評価関連経費

179,981,100

デジタルスキル研修＆就労支援を核としたシングルマザー支援
団体の育成・促進事業
一般社団法人グラミン日本

12,900,000

助成金

140,041,100

120,000,000
20,041,100

6,900,000
6,000,000

27,040,000

合計

申請団体
事業期間

資金分配団体

実行団体

事業費

資金分配団体用

実行団体への助成

実行団体用

管理的経費

～



 

資金計画書資料　①助成概要

1. 事業費 [円]
2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 合計

2,817,300 45,634,600 45,634,600 45,954,600 140,041,100
0 40,000,000 40,000,000 40,000,000 120,000,000

2,817,300 5,634,600 5,634,600 5,954,600 20,041,100

2. プログラム・オフィサー関連経費 [円]
2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 合計

4,480,000 7,760,000 7,240,000 7,560,000 27,040,000
2,400,000 4,800,000 4,800,000 4,800,000 16,800,000
2,080,000 2,960,000 2,440,000 2,760,000 10,240,000

3. 評価関連経費 [円]
2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 合計

0 4,090,000 3,770,000 5,040,000 12,900,000
0 2,090,000 1,770,000 3,040,000 6,900,000
0 2,000,000 2,000,000 2,000,000 6,000,000

4. 合計 [円]
2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 合計

7,297,300 57,484,600 56,644,600 58,554,600 179,981,100助成金計(A+B+C)

その他経費

管理的経費

プログラム・オフィサー関連経費 (B)

実行団体用

プログラム・オフィサー人件費等

事業費 (A)

評価関連経費 (C)
資金分配団体用

実行団体への助成
－



 

資金計画書資料　②自己資金・民間資金

(1)事業費の補助率

助成期間合計 96.4% FALSE

【参考】年度別の助成金による補助率(A/(A+D))
2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

補助率 100% 96% 96% 96%
0 1,740,000 1,740,000 1,740,000

(2)自己資金・民間資金からの支出予定
自己資金・民間資金からの支出予定について、調達予定額、調達方法、調達確度等を記載してください。

年度 予定額[円] 調達方法 調達確度
2025年度 1,740,000 賛助会員費 C:調整中
2026年度 1,740,000 賛助会員費 C:調整中
2027年度 1,740,000 賛助会員費 C:調整中

特例申請対象

特例申請について
事業費のうち自己資金・民間資金による負担を20%未満とすることを申請する場合は「自己資金に関する申請書」に理由等を明示してください。
特例申請が認められた場合でも、複数年度の事業では、最終年度の補助率は 80％以下とします。

自己資金・民間資金
合計 (D)

5,220,000

説明（調達元、使途等）

助成金による補助率
(A/(A+D))



  
(1)団体組織情報

(2)代表者情報

(3)役員

(4)職員・従業員

事務局体制の備考

非常勤職員・従業員数［人］ 6
有給［人］ 6
無給［人］ 0

職員・従業員数［人］ 9
常勤職員・従業員数［人］ 3

有給［人］ 3
無給［人］ 0

理事・取締役数［人］ 8
評議員［人］ 0
監事/監査役・会計参与数［人］ 2

上記監事等のうち、公認会計士または税理士数［人］ 1

氏名
役職

役員数［人］ 10

代表者(2)
フリガナ

代表者(1) 氏名 百野 公裕
役職 理事長

フリガナ モモノ マサヒロ

設立年月日 2018/09/13
法人格取得年月日 2018/09/13

電話番号 03-3516-2890

WEBサイト(URL)

団体WEBサイト https://grameen.jp/

その他のWEBサイト
(SNS等)

https://www.facebook.com/GrameenNippon/
https://twitter.com/grameennippon
https://note.com/grameennippon
https://www.youtube.com/channel/UCZzjZjvyAd8EUHlJ0ZBPgfg/feat

都道府県 東京都
市区町村 中央区日本橋室町
番地等 一丁目8番7号 東信室町ビル4F

団体情報入力シート

団体名 一般社団法人グラミン日本
郵便番号 103-0022

団体種別法人格 一般社団法人 資金分配団体/活動支援団体





(12)過去に休眠預金事業で助成を受けた実績

1

2

3

4

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

2021年度 コロナ等対応支援枠 実行団体に採択 リープ共創基金
若年シングルマザーのデジタル就
労支援

申請中・申請予定又は採択された
事業名

2020年度 コロナ等対応支援枠 実行団体に採択 リープ共創基金
若年母子家庭のデジタル人材化支
援事業

助成を受けた事業の実績内容

2019年〜2021年度 アクセンチュア
「グラミン日本 貧困層経済的自立支援の立ち上げ・基盤整備」
2020年度 Coca Cola財団（米国）
「Digital Transformation by Women: Upgradig Women Empowerment
and Society as a whole」
2022年度 NCR財団（米国）
「Women Empowerment Program: Digital Transformation by
Women」

番号

対象 申請
左記で実行団体・支援対象団体として申請中・申請予定又は採択された
場合

年度 事業 種別・状況
申請中・申請予定又は採択された
資金分配団体又は活動支援団体名

2021年度 通常枠 資金分配団体に採択 グラミン日本
シングルマザーのデジタル就労支
援

2023年度 通常枠 資金分配団体に採択 グラミン日本
デジタル･スキル研修＆就労支援を
通じたシングルマザーのエンパ
ワーメントと地域格差の解消



役員名簿

番号 入力確認欄 氏名ｶﾅ 氏名漢字 和暦 年 月 日 性別 団体名 役職名 郵便番号 住所 備考

1 OK ﾓﾓﾉ ﾏｻﾋﾛ 百野 公裕 一般社団法人グラミン日本 代表理事

2 OK ﾅｶｶﾞﾜ ﾘｴ 中川 理恵 一般社団法人グラミン日本 理事

3 OK ｼｪｰﾌｧｰ ﾀｲﾗ ﾀﾞｰｳﾞｨｯﾄﾞ シェーファー・平ダーヴィッド 一般社団法人グラミン日本 理事

4 OK ｼﾗﾀｷ ﾕｷﾄ 白瀧 征人 一般社団法人グラミン日本 理事

5 OK ﾀｶﾊｼ ｶｵﾘ 髙橋 歌織 一般社団法人グラミン日本 理事

6 OK ｺﾊﾞﾔｼ ﾀﾂｱｷ 小林 立明 一般社団法人グラミン日本 理事

7 OK ｺﾝﾄﾞｳ ﾔｽﾋﾛ 近藤 康裕 一般社団法人グラミン日本 理事

8 OK ｵｵｸﾗ ｼｶﾘ 大倉 然 一般社団法人グラミン日本 理事

9 OK ｷﾑﾗ ﾐﾁﾔ 木村 道哉 一般社団法人グラミン日本 監事

10 OK ｺﾀﾞﾏ ｸﾐ 兒玉 久実 一般社団法人グラミン日本 監事

11 check!

◉記載例（番号1〜3）は削除のうえ番号1より入力してください。
◉名簿には登記簿上の「役員に関する事項」に記載されている方すべて を入力してください。NPO法人の場合は、代表理事、理事、監事をすべて記載してください。
◉氏名欄に記入する氏名は戸籍上の氏名で入力してください。
◉備考欄には他の団体等との兼職関係（兼職先名称、兼職先での役割等）を記載してください。
◉提出の際はPDF等に変換せずExcel形式のまま提出してください。要件を満たしていない場合は、再提出を求める場合があります。

［各欄の入力方法と注意点］
・入力確認欄に「check!」が表示されているときは、和暦と生年月日の組み合わせをもう一度確認してください。
・役員名簿の枠が足りない場合は、適宜追加してください。
・氏名カナ欄は「半角」で入力、姓と名の間も半角で１マス空けてください。
・氏名漢字欄は「全角」で入力、姓と名の間も全角で１マス空けてください。
・外国人の場合は、氏名カナ欄は当該アルファベットのカナ読み、氏名漢字欄にはアルファベット（全角）を入力してください。
・生年月日欄は、大正は T、昭和は S、平成は Hを半角で入力し、年欄は数字２桁半角としてください。なお、明治45年は7月30日まで、大正15年は12月25日まで、昭和64年は1月7日までとな
ります。
・性別欄には「半角」で男性は M、女性は Fで入力してください。

必 任



2023/11/2版

※黄色セルは記入が必要な箇所です。「記入箇所チェック」欄２箇所で、記入漏れがないかご確認をお願いします。

事業名： デジタルスキル研修＆就労支援を核としたシングルマザー支援団体の育成・促進事業 記入箇所チェック 記入完了

団体名： 一般社団法人グラミン日本

過去の採択状況： 通常枠で資金分配団体（またはコンソーシアム構成団体）として採択されている。

記入完了 確認が必要です。F列に未記入があるか、提出時期
と整合していません（E列が「内定後提出」「提出不
要」の場合は空欄にしてください）

確認が必要です。G列に未記
入があるか、提出時期と整合
していません。（E列が「内定
後提出」「提出不要」の場合
は空欄にしてください）

(参考)JANPIAの規
程類

提出時期（選択） 根拠となる規程類、指針等 必須項目の該当箇所
※条項等

. . .

公募申請時に提出 社員総会運営規程 第3条

公募申請時に提出 社員総会運営規程 第2条

公募申請時に提出 社員総会運営規程 第3条

公募申請時に提出 社員総会運営規程 第4条

公募申請時に提出 社員総会運営規程 第9条

公募申請時に提出 社員総会運営規程 第10条

公募申請時に提出 社員総会運営規程 第14条

社団法人のため提出しな
い

－ －

. . .

公募申請時に提出 理事会運営規則 第9条

公募申請時に提出 理事会運営規則 第9条

. . .

公募申請時に提出 理事会運営規則 第3条

公募申請時に提出 理事会運営規則 第4条

公募申請時に提出 理事会運営規則 第3条

公募申請時に提出 理事会運営規則 第3条

公募申請時に提出 理事会運営規則 第16条

公募申請時に提出 理事会運営規則 第9条

公募申請時に提出 理事会運営規則 第13条

公募申請時に提出 理事会運営規則 第8条

⚫ 理事の職務権 . . .

理事の職務権限規程 公募申請時に提出 職務権限規程
II組織
III決裁権限

⚫ 監事の監査に関する規程 . . .

監事監査規程 公募申請時に提出 内部監査規程
第3条
第4条

. . .

公募申請時に提出 役員報酬規程 第3条、第4条

公募申請時に提出 役員報酬規程 第5条

⚫ 理事の構成に関する規程　※理事会を設置していない場合は不要です。

⚫ 役員及び評議員の報酬等に関する規程

JANPIAの定款（第29条 理事の職務及び権限）に規定するもののほか理事間の具体的な職務分担が規定さ
れていること

監事の職務及び権限を規定し、その具体的内容を定めていること
※監事を設置していない場合は、社員総会で事業報告、決算について審議した議事録を提出してください

役員及び評議員の報酬
等並びに費用に関する
規程（２）報酬の支払い方法

（１）役員及び評議員（置いている場合にのみ）の報酬の額

（１）理事の構成
「各理事について、当該理事及びその配偶者又は３親等内の親族等である理事の合計数が、理事の総数の
３分の１を超えないこと」という内容を含んでいること

定款

（２）理事の構成
「他の同一の団体の理事である者その他これに準ずる相互に密接な関係にある理事の合計数が、理事の総
数の３分の１を超えないこと」という内容を含んでいること

⚫ 理事会の運営に関する規程　※理事会を設置していない場合は不要です。

（１）開催時期・頻度

・定款
・理事会規則

（２）招集権者

（３）招集理由

（４）招集手続

（５）決議事項

（６）決議　（過半数か3分の2か）

（７）議事録の作成

（８）特別の利害関係を有する場合の決議からの除外
「理事会の決議に当たっては、当該決議について特別の利害関係を有する理事を除いた上で行う」という内
容を含んでいること

（１）開催時期・頻度

・評議員会規則
・定款

（２）招集権者

（３）招集理由

（４）招集手続

（５）決議事項

（６）決議（過半数か3分の2か）

（７）議事録の作成

（８）特別の利害関係を有する場合の決議からの除外
「評議員会の決議に当たっては、当該決議について特別の利害関係を有する評議員を除いた上で行う」とい
う内容を含んでいること
※社団法人においては、特別利害関係を持つ社員の社員総会への出席ならびに議決権の行使に関する除
外規定は必須としないこととします。

⚫ 社員総会・評議員会の運営に関する規程

　規程類必須項目確認書（社団・財団・NPO法人等）

提出する規程類（定款・指針・ガイドライン等を含む。以下、「規程類」という。）に以下の必須項目が含まれていることを確認し、本エクセル別シートの「記入例」に倣って該当箇所を記載してください。
過去の採択状況に関係なく、全団体、該当箇所への記載が必要です。

〈注意事項〉
◎規程類を作成する際はJANPIAの規程類を参考にしてください。https://www.janpia.or.jp/about/information/rule.html
◎申請時までに整備が間に合わず後日提出するとした規程類に関しては、助成申請書で誓約いただいているとおり、内定通知後1週間以内にご提出ください。なお、後日提出時において本様式も併せてご提出ください。
◎過去通常枠で資金分配団体（またはコンソーシアム構成団体）として採択されている団体は、「規程類必須項目確認書」の提出のみとし、規程類の提出は不要です。ただし、内容等に変更が生じている場合は該当部分のみ提出をお願いしま
す。
◎以下の必須項目は、公益財団法人、一般財団法人、公益社団法人、一般社団法人、特定非営利活動法人を想定したものです。これ以外の法人については、表を参考に整備してください。なお、ご不明点等はJANPIAへご相談ください。

記入箇所チェック　※3か所とも「記入完了」となるようにしてください。

規程類に含める必須項目



⚫ 倫理に関する規程 . . .

公募申請時に提出 Code of Conduct(行動規範) 2. 人権の尊重

公募申請時に提出 Code of Conduct(行動規範) 1. 行動規範の管理運営

公募申請時に提出 Code of Conduct(行動規範)
3. 誠実、公明な業務行為
4. 個人としての行為

公募申請時に提出 Code of Conduct(行動規範) 4. 個人としての行為

公募申請時に提出 Code of Conduct(行動規範) 3. 誠実、公明な業務行為

公募申請時に提出 Code of Conduct(行動規範) 2.2　働きやすい職場環境

公募申請時に提出 Code of Conduct(行動規範) 3. 誠実、公明な業務行為

公募申請時に提出 プライバシーポリシー(個人情報保護方針)
プライバシーポリシー(個人
情報保護方針)

⚫ 利益相反防止に関する規程 . . .

公募申請時に提出 利益相反防止に関する規程 第4条

公募申請時に提出 利益相反防止に関する規程 第3条

公募申請時に提出 利益相反防止に関する規程 第5条

⚫ コンプライアンスに関する規程 . . .

公募申請時に提出 コンプライアンス規程 第3条

公募申請時に提出 コンプライアンス規程 第5条

公募申請時に提出 コンプライアンス規程 第5条

⚫ 内部通報者保護に関する規程 . . .

公募申請時に提出 公益通報者保護規程 第1条、第4条

公募申請時に提出 公益通報者保護規程 第9条

⚫ 組織（事務局）に関する規程 . . .

公募申請時に提出 職務権限規程 II組織

公募申請時に提出 職務権限規程
II組織
III決裁権限

公募申請時に提出 職務権限規程
II組織
III決裁権限

公募申請時に提出 職務権限規程 III決裁権限

. . .

公募申請時に提出 給与規程 第4条

公募申請時に提出 給与規程 第4条、第5条、第7条

⚫ 文書管理に関する規程 . . .

公募申請時に提出 文書管理規程 第3条

公募申請時に提出 文書管理規程 第8条

公募申請時に提出 文書管理規程 第10条

⚫ 情報公開に関する規程 . . .

情報公開規程 公募申請時に提出 情報公開規程 第3条

⚫ リスク管理に関する規程 . . .

公募申請時に提出 リスク管理規程 第6条

公募申請時に提出 リスク管理規程 第12条

公募申請時に提出 リスク管理規程 第15条

公募申請時に提出 リスク管理規程 第19条

⚫ 経理に関する規程 . . .

公募申請時に提出 経理規程 第4条

公募申請時に提出 経理規程 第2条

公募申請時に提出 経理規程 第6条、第17条

公募申請時に提出 経理規程 第7-12条

公募申請時に提出 経理規程 第18条

公募申請時に提出 経理規程 第6章

公募申請時に提出 経理規程 第6章

⚫ 職員の給与等に関する規程

（１）区分経理

経理規程

（２）会計処理の原則

（３）経理責任者と金銭の出納・保管責任者の峻別

（４）勘定科目及び帳簿

（５）金銭の出納保管

（６）収支予算

（７）決算

以下の１.～４.の書類が情報公開の対象に定められていること
１. 定款
２. 事業計画、収支予算
３. 事業報告、貸借対照表及び損益計算書、財産目録
４. 理事会、社員総会、評議員会の議事録

（１）具体的リスク発生時の対応

リスク管理規程

（２）緊急事態の範囲

（３）緊急事態の対応の方針

（４）緊急事態対応の手順

（１）基本給、手当、賞与等
給与規程

（２）給与の計算方法・支払方法

（１）決裁手続き

文書管理規程（２）文書の整理、保管

（３）保存期間

（１）ヘルプライン窓口（外部窓口の設置が望ましい）

内部通報（ヘルプライ
ン）規程（２）通報者等への不利益処分の禁止

「公益通報者保護法を踏まえた内部通報制度の整備・運用に関する民間事業者向けガイドライン（平成28
年12月9日消費者庁）」を踏まえた内部通報制度について定めていること

（１）組織（業務の分掌）

事務局規程

（２）職制

（３）職責

（４）事務処理（決裁）

（１）-1利益相反行為の禁止
「資金分配団体が実行団体を選定、監督するに当たり、資金分配団体と実行団体との間の利益相反を防ぐ
措置」について具体的に示すこと

・倫理規程
・理事会規則
・役員の利益相反禁止
のための自己申告等に
関する規程
・就業規則
・審査会議規則
・専門家会議規則

（１）-2利益相反行為の禁止
「助成事業等を行うにあたり、理事、監事、評議員・社員、職員その他の事業協力団体の関係者に対し、特
別の利益を与えないものである」という内容を含んでいること

（２）自己申告
「役職員に対して、定期的に「利益相反に該当する事項」に関する自己申告をさせた上で、適切な組織にお
いて内容確認を徹底し、迅速な発見及び是正を図る」という内容を含んでいること

（１）コンプライアンス担当組織
実施等を担う部署が設置されていること

コンプライアンス規程

（２）コンプライアンス委員会（外部委員は必須）
「外部の有識者等も参加するコンプライアンス施策の検討等を行う組織及びその下に実施等を担う部署が設
置されている 」という内容を含んでいること

（３）コンプライアンス違反事案
「不正発生時には、原因究明、関係者に対する厳格な処分及び再発防止策を確実に実施し、その内容を公
表する」という内容を含んでいること

（１）基本的人権の尊重

・倫理規程
・ハラスメントの防止に
関する規程

（２）法令遵守（暴力団、反社会的勢力の排除）

（３）私的利益追求の禁止

（４）利益相反等の防止及び開示

（５）特別の利益を与える行為の禁止
「特定の個人又は団体の利益のみの増大を図る活動を行う者に対し、寄附その他の特別の利益を与える行
為を行わない」という内容を含んでいること

（７）情報開示及び説明責任

（８）個人情報の保護

（６）ハラスメントの防止
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一般社団法人グラミン日本 定款 

 

 

第１章 総則 

 

（名称） 

第１条 当法人は、一般社団法人グラミン日本と称する。 

 

（主たる事務所） 

第２条 当法人は、主たる事務所を東京都中央区に置く。 

 

（目的・理念・事業） 

第３条 当法人は、貧困その他生活に困窮する者に対する少額の貸付けその他の金融サー

ビス（以下「マイクロファイナンス」という。）及びそれに付随・関連する活動の推

進を通じて貧困の解消に貢献することを目的とする。 

２  当法人は、ユヌス・ソーシャルビジネス 7 原則（①利益の最大化ではなく、社会

問題の解決こそが目的であること、②財務的に持続可能であること、③投資家は投

資額を回収するが、それ以上の配当は分配されないこと、④投資額以上の利益は、

ソーシャルビジネスの拡大や改善のために使うこと、⑤環境へ配慮すること、⑥ス

タッフは標準以上の労働条件・給料を得ること、⑦楽しみながら仕事をすること）

に基づいて運営を行う。 

３ 当法人は、第１項の目的を達成するために、主たる事業として、次の特定非営利

活動として行われる貸付けとしてのマイクロファイナンス及びそれに付随・関連す

る活動を行う。 

（１） 保健、医療又は福祉の増進を図る活動 

（２） まちづくりの推進を図る活動 

（３） 男女共同参画社会の形成の促進を図る活動 

（４） 子どもの健全育成を図る活動 

（５） 経済活動の活性化を図る活動 

（６） 職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動 

４ 当法人は、第１項の目的を達成するために、付随して次の事業を行う。 

（１） 前項に該当しないマイクロファイナンスの実施及びそれに付随・関連する活

動 

（２） グラミン日本、マイクロファイナンス及び貧困問題に関する普及啓発活動 

（３） グラミン日本、マイクロファイナンス及び貧困問題に関する人材の教育、育

成 

（４） グラミン日本、マイクロファイナンス及び貧困問題に関する調査、研究 

（５） グラミン日本、マイクロファイナンス及び貧困問題に関する教育、研修、セ

ミナー、講演会等の実施 

（６） グラミン日本、マイクロファイナンス及び貧困問題に関する出版物等の執筆、

発刊 

（７） グラミン日本、マイクロファイナンス及び貧困問題に関する情報提供、政策

提言 

（８） グラミン日本、マイクロファイナンス及び貧困問題に関する支援団体、研究・

教育機関、企業等との連携・協力 

（９） グラミン日本、マイクロファイナンス及び貧困問題に関する職業紹介事業 
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（10） その他前各号に関連する事業 

 

（公告） 

第４条 当法人の公告方法は、主たる事務所の公衆の見やすい場所に掲示してする。 

 

 

第２章 会員 

 

（種別） 

第５条 当法人の会員は、次の２種とし、正会員をもって一般社団法人及び一般財団法人

に関する法律（以下「一般法人法」という。）上の社員とする。 

（１）正会員 当法人の目的に賛同し入会した者 

（２）賛助会員 当法人の事業を援助するために入会した者 

 

（入会） 

第６条 当法人の正会員として入会しようとする者は、理事会において別に定めるところ

により申し込み、理事会の承認を受けなければならない。 

 

（会費） 

第７条 正会員は、理事会において別に定める入会金及び会費を納入しなければならない。 

 

（退会） 

第８条 正会員は、理事会において別に定めるところにより届け出ることにより、任意に

退会することができる。 

 

（除名） 

第９条 正会員が次のいずれかに該当するに至ったときは、社員総会の特別決議によって

当該会員を除名することができる。 

（１）本定款その他の規則に違反したとき。 

（２）当法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。 

（３）その他の除名すべき正当な事由があるとき。 

 

（会員の資格の喪失） 

第１０条 前２条の場合のほか、正会員は、次のいずれかに該当するに至ったときは、そ

の資格を喪失する。 

（１）会費の納入が継続して１年以上されなかったとき。 

（２）総正会員が同意したとき。 

（３）当該正会員が死亡若しくは失踪の宣告を受け、又は解散したとき。 

（４）当該正会員が暴力団、暴力団関係企業、総会屋若しくはこれらに準ずる者又は

その構成員であることが判明したとき 

 

（会員資格喪失に伴う権利及び義務） 

第１１条 正会員が前３条の規定によりその資格を喪失したときは、当法人に対する会員

としての権利を失い、義務を免れる。正会員については、一般法人法上の社員とし

ての地位を失う。ただし、未履行の義務は、これを免れることはできない。 

２ 当法人は、会員がその資格を喪失しても、既納の入会金、会費その他の拠出金品
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は、これを返還しない。ただし、前条第４号により会員資格を喪失したときを除く。 

 

 

第３章 社員総会 

 

（種別） 

第１２条 当法人の社員総会は、定時社員総会及び臨時社員総会の２種とする。 

 

（構成） 

第１３条 社員総会は、すべての正会員をもって構成する。 

２ 正会員は各１個の議決権を有する。 

 

（権限） 

第１４条 社員総会は、次の事項を決議する。 

（１）正会員の除名 

（２）役員の選任及び解任 

（３）役員の報酬の額又はその基準 

（４）各事業年度の決算報告及び計算書類の承認 

（５）定款の変更 

（６）解散 

（７）理事会において社員総会に付議した事項 

（８）前各号に定めるもののほか、法令に規定する事項及び本定款に定める事項 

 

（開催） 

第１５条 定時社員総会は、毎年１回、毎事業年度終了後３カ月以内に開催し、臨時社員

総会は、必要がある場合に開催する。 

 

（招集） 

第１６条 社員総会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議により理事長

がこれを招集する。理事長に事故又は支障があるときは、あらかじめ定めた順位に

より他の理事がこれを招集する。 

２ 社員総会を招集するには、会日より１週間前までに、正会員に対して招集通知を

発するものとする。ただし、招集通知は、書面ですることを要しない。 

 

（招集手続の省略） 

第１７条 社員総会は、正会員全員の同意があるときは、招集手続を経ずに開催すること

ができる。 

 

（議長） 

第１８条 社員総会の議長は、理事長がこれに当たる。理事長に事故若しくは支障がある

ときは、あらかじめ定めた順位により、他の理事がこれに代わる。 

 

（決議） 

第１９条 社員総会の決議は、法令又は本定款に別段の定めがある場合を除き、総正会員

の議決権の過半数を有する正会員が出席し、出席した正会員の議決権の過半数をも

って行う。 



4 

 

２ 前項の規定にかかわらず、次の決議は、特別決議として、総正会員の半数以上で

あって、総正会員の議決権の３分の２以上に当たる多数をもって行う。 

（１）正会員の除名 

（２）監事の解任 

（３）定款の変更 

（４）解散 

（５）その他法令で定められた事項 

３ 理事又は監事を選任する議案を決議するに際しては、候補者ごとに第１項の決議

を行わなければならない。 

 

（代理） 

第２０条 社員総会に出席できない正会員は、他の正会員を代理人として議決権の行使を

委任することができる。 

 

（議事録） 

第２１条 社員総会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。 

２ 議長及び出席した正会員は、前項の議事録に署名又は記名捺印する。 

 

 

第４章 役員 

 

（役員の設置） 

第２２条 当法人に、次の役員を置く。 

（１）理事 ３名以上 

（２）監事 １名以上 

２ 理事のうちから、理事長１名を定め、理事長をもって代表理事とする。 

３ 理事のうちから、会長 1 名及び担当理事若干名を定めることができる。４ 会長

及び担当理事をもって一般法人法第９１条第１項第２号に定める業務執行理事とす

る。 

 

 

（選任） 

第２３条 理事及び監事は、社員総会の決議によって選任する。 

２ 会長、理事長及び担当理事は、理事会の決議によって理事の中から定める。 

３ 監事は、当法人又はその子法人の理事又は使用人を兼ねることができない。 

４ 理事のうち、理事のいずれかの１名とその配偶者又は３親等内の親族その他特別

の関係にある者の合計数は、理事総数の３分の１を超えてはならない。監事につい

ても、同様とする。 

５ 理事のうち、他の同一の団体の理事又は使用人である者その他これに準ずる相互

に密接な関係にある者の合計数は、理事総数の３分の１を超えてはならない。監事

についても、同様とする。 

 

（理事の職務権限） 

第２４条 理事長は、当法人を代表し、その業務を執行する。 

２ 会長及び担当理事は、理事会の決定したところに従い、当法人の業務を執行する。 

３ 会長、理事長及び担当理事は、３か月に１回以上、自己の職務の執行状況を理事
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会に報告しなければならない。 

 

（監事の職務権限） 

第２５条 監事は、理事の職務の執行を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を

作成する。 

２ 監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の報告を求め、当法人の業務及

び財産の状況を調査することができる。 

 

（任期） 

第２６条 理事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する

定時社員総会の終結の時までとする。ただし、再任を妨げない。 

２ 監事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定

時社員総会の終結の時までとする。ただし、再任を妨げない。 

３ 補欠として選任された理事又は監事の任期は、前任者の任期満了する時までとす

る。 

４ 理事又は監事は、第２２条第１項に定める定数に足りなくなるときは、任期の満

了又は辞任により退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお理事又

は監事としての権利義務を有する。 

 

（解任） 

第２７条 理事又は監事は、社員総会の決議によって解任することができる。ただし、監

事を解任する場合は、社員総会の特別決議をもって行わなければならない。 

 

（報酬） 

第２８条 理事及び監事の報酬、賞与その他の職務執行の対価として当法人から受ける財

産上の利益は、社員総会の決議をもって定める。 

 

（損害賠償責任及び責任の一部免除） 

第２９条 理事又は監事は、その任務を怠ったときは、当法人に対し、これによって生じ

た損害を賠償する責任を負う。 

２ 当法人は、前項の責任について、法令に定める要件に該当する場合には、理事会

の決議によって、賠償責任額から法令に定める最低責任限度額を控除して得た額を

限度として免除することができる。 

 

（名誉会長、顧問及び相談役） 

第３０条 当法人に、名誉会長、顧問及び相談役若干名をおくことができる。 

２ 名誉会長、顧問及び相談役は、学識経験者の中から理事会において任期を定めて

選任する。 

３ 名誉会長、顧問及び相談役は、理事会において意見を述べることができる。 

４ 名誉会長、顧問及び相談役の報酬については理事会で決定する。 

 

 

第５章 理事会 

 

（構成） 

第３１条 当法人に理事会を置く。 
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２ 理事会は、すべての理事をもって構成する。 

 

（権限） 

第３２条 理事会は、本定款に別に定めるもののほか、次の職務を行う。 

（１）社員総会の日時及び場所並びに議事に付すべき事項の決定 

（２）規則の制定、変更及び廃止に関する事項 

（３）前各号に定めるもののほか当法人の業務執行の決定 

（４）理事の職務の執行の監督 

（５）会長、理事長及び担当理事の選定及び解職 

２ 理事会は、次に掲げる事項その他の重要な業務執行の決定を理事に委任すること

ができない。 

（１）重要な財産の処分及び譲受け 

（２）多額の借財 

（３）重要な使用人の選任及び解任 

（４）従たる事務所その他の重要な組織の設置、変更及び廃止 

（５）理事の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他

一般社団法人の業務の適性を確保するために必要なものとして法務省令で定める

体制の整備 

（６）一般法人法第１１４条第１項の規定による定款の定めに基づく同法第１１１条

第１項の責任の免除 

 

（招集） 

第３３条 理事会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事長が招集する。ただし、

理事及び監事の全員の同意がある場合には、その招集手続きを省略することができ

る。 

２ 理事長以外の理事は、理事長に対し、会議の目的である事項を示して、理事会の

招集を請求することができる。 

３ 監事は、必要があると認めるときは、理事長に対し、理事会の招集を請求するこ

とができる。 

 

（議長） 

第３４条 理事会の議長は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事長がこれに当たる。 

 

（決議） 

第３５条 理事会の決議は、本定款に別段の定めがある場合を除き、議決に加わることが

できる理事の過半数が出席し、その過半数をもって行う。 

 

（決議及び報告の省略） 

第３６条 理事が理事会の決議目的である事項について提案をした場合において、当該提

案につき議決に加わることのできる理事全員が書面又は電磁的記録により同意の意

思表示をしたときは、当該提案を可決する旨の理事会の決議があったものとみなす。

ただし、監事が異議を述べたときは、この限りではない。 

２ 理事又は監事が理事及び監事の全員に対して理事会に報告すべき事項を通知した

ときは、当該事項を理事会へ報告することを要しない。ただし、第２４条第３項の

規定による報告については、この限りではない。 
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（議事録） 

第３７条 理事会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。 

２ 出席した理事及び監事は、前項の議事録に署名若しくは記名押印又は電子署名す

る。 

 

 

第６章 事務局 

 

（事務局） 

第３８条 当法人の事務を処理するため、事務局を設置する。 

２ 事務局には、事務局長及び所要の職員を置くことができる。 

３ 事務局長及び重要な職員は、理事長が理事会の承認を得て任命する。 

４ 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、理事長が理事会の決議を得て、別に

定める。 

 

 

第７章 基金 

 

（基金を引き受ける者の募集） 

第３９条 当法人は、基金を引き受ける者の募集をすることができる。 

 

（基金の拠出者の権利） 

第４０条 拠出された基金は、基金拠出者と合意した期日までは返還しない。 

 

 

（基金の返還の手続） 

第４１条 基金の拠出者に対する返還は、返還する基金の総額について定時社員総会にお

ける決議を経た後、理事会が決定したところに従って行う。 

 

 

第８章 計算 

 

（事業年度） 

第４２条 当法人の事業年度は毎年１０月１日から翌年９月末までの年１期とする。 

 

（計算書類等の定時社員総会への提出等） 

第４３条 理事長又は理事は、毎事業年度、一般法人法第１２４条第１項の監査を受けた

計算書類（貸借対照表及び損益計算書）並びに事業報告を定時社員総会に提出しな

ければならない。 

２ 前項の場合、計算書類については社員総会の承認を受け、事業報告については理

事がその内容を定時社員総会に報告しなければならない。 

 

（計算書類等の備置き） 

第４４条 当法人は、各事業年度に係る貸借対照表、損益計算書及び事業報告並びにこれ

らの附属明細書（監事の監査報告書を含む。）を、定時社員総会の日の１週間前の日

から５年間、主たる事務所に備え置くものとする。 
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（剰余金の分配の禁止） 

第４５条 当法人は、剰余金の分配を行うことができない。 

 

（特別の利益の禁止） 

第４６条 当法人は、当法人の会員、役員、使用人若しくは基金の拠出者又はこれらの親

族等に対し、特別の利益を与えることができない。 

２ 当法人は、株式会社その他の営利事業を営む者又は特定の個人若しくは団体の利

益を図る活動を行う者に対し、寄附その他の特別の利益を与えることができない。

ただし、公益社団法人又は公益財団法人に対し、当該法人が行う公益目的事業のた

めに寄附その他の特別の利益を与える場合を除く。 

 

 

第９章 定款の変更及び解散 

 

（定款の変更） 

第４７条 本定款は、社員総会の特別決議をもって変更することができる。 

 

（解散） 

第４８条 当法人は、次の事由によって解散する。 

（１）社員総会の特別決議 

（２）社員が欠けたこと 

（３）合併（合併により当法人が消滅する場合に限る） 

（４）破産手続開始の決定 

（５）その他法令で定める事由 

 

（残余財産） 

第４９条 当法人が清算をする場合において有する残余財産は、社員総会の決議を経て、

特定非営利活動として行われる貸付け又は生活困窮者を支援するための貸付けを行

うことを主たる目的とする法人又は国若しくは地方公共団体に贈与するものとする。 

 

 

第１０章 附則 

 

（委任） 

第５０条 この定款に定めるもののほか、当法人の運営に必要な事項は、社員総会の決議

により別に定める。 

 

（法令の準拠） 

第５１条 本定款に定めのない事項は、すべて一般法人法その他の法令に従う。 

 

 

 

施行 平成２９年８月９日 

改正 令和２年７月１０日 
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グラミン日本は、「チャンス」を願い、
一歩を踏み出そうと想う人々の伴走者です。

あ な た と つ くる 、
希 望 の 一 歩

グラミン銀行はムハマド・ユヌス博士により、1983年

にバングラデシュで設立されました。貧困層を対象に

５人一組の互助グループを形成し、低利・無担保で融

資するマイクロファイナンスを展開。借り手のほとん

どは女性で、融資金を元手にスモールビジネスを起こ

し、経済的自立を目指します。2006年、ユヌス博士と

グラミン銀行は、貧困削減に寄与した功績により、

ノーベル平和賞を受賞しました。

マイクロファイナンスとは、低利・無担
保で少額の融資を行い、貧困や生活
困窮の状態にある方々が、起業や就
労によって自立するのを支援する仕
組みです。

支援モデル

マイクロファイナンス

多様な企業や団体などと連携し、生活
困窮状態にある女性たちのスキル
アップを支援し、就労機会を提供しま
す。何があっても奪われない「稼ぐ力」
の獲得をサポートします。

就 労 支 援

グラミン日本の目指す姿

貧困・生活困窮に陥った時、
そこから脱却する助けがセーフティネット／
ソフトインフラとして整備されている社会

生業的な起業（プチ起業／小商い）が
普通にできる社会

Job SeekerよりJob Creatorが
活躍できる社会

地域・コミュニティがお互いに助け合い、
共感のある社会

ユヌス・ソーシャルビジネス7原則が
実践される社会

会社が、株主だけでなく経営者、社員、
取引先、顧客、地域・コミュニティなど
全ステークホルダーに貢献する社会

ムハマド・ユヌス博士

  ２　代表者メッセージ

  4　リブランディング＆サイトリニューアルのお知らせ

  6　Topics 1　就労支援プログラム「フラワープロジェクト」　　　　

  8　Topics 2　マイクロファイナンス（小口融資）

10　支援した方々からのメッセージ

12　Partners & Supporters ー ご支援いただいたみなさま

13　ご支援のお願い

14　財務会計報告

15  団体概要



※1 プチ起業ワークショップは「ミライWorkShop」に改名しました。
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代表者メッセージ

厳しい経済環境が続くなか、特にシングル

マザーをはじめとする女性たちをめぐる状

況は、深刻さを増しています。

この危機的な局面に際して、グラミン日本

は２つの重大な選択をしました。１つは、支

援する方々の自立と成長を後押しする、従

来のグラミンモデルの強化です。一時的な

資金援助ではなく、起業や就労によって力

強く生きていくためのサポートを、資金面

でもスキル面でもワンストップで提供す

る。これが、グラミン日本の最大の特徴で

あり、強みでもあります。

2021年はこの強みを最大限に発揮する

ため、１人でも多く方に支援を届けること

を目的としたアウトリーチ強化を実施しま

2021年、誰もがいきいきと活躍する社会の実現に向けて、

私たちは挑戦と成長を加速させました。その背景には、強い危機感があります。

長引くコロナ禍により経済活動が大きく制限された結果、

経済格差の拡大や固定化が指摘されています。

早く、広く、確実に支援を届けるために

グラミン日本は進化し続けます。

百野  公裕
Masahiro Momono

1人でも多くに
グラミンモデルを届ける

コレクティブインパクトによる
持続可能な支援

した。小規模の事業を始めるための「プチ

起業ワークショップ」※1を毎月開催し、計

200名以上の方に参加いただきました。

また、休眠預金を活用した就労支援事業

「フラワープロジェクト」も、新たに開始した

取り組みです。休眠預金を原資に若者たち

を雇用し、スキルアップなどを通じて就労

機会を創出するキャッシュフォーワークへ

の採択を受けたもので、ビジネスライティ

ングとRPA（ロボティック・プロセス・オート

メーション）をテーマに実施しました。

2022年も再びキャッシュフォーワークに

採択されたことを受け、デジタルスキルの

獲得を中心に、引き続きフラワープロジェ

クトを展開していく予定です。

足元を固める一方、私たちはもう１つの重

大な選択をしました。それが、ポストコロナ

を見据えたコレクティブインパクトの強化

です。コレクティブインパクトは、組織や立

場の枠を超えて共通のビジョンのもとに集

い、それぞれの強みを活かして取り組む課

題解決の手法です。先のフラワープロジェ

クトはまさしくこの手法によるものです。

さらに、SAPジャパン、日本シングルマ

ザー支援協会とともに、シングルマザーと

企業をつなぐデジタルプラットフォームを

立ち上げました。仕事を求めるシングルマ

ザーと、デジタル人材不足に悩む企業を

マッチングすることで、貧困と人手不足と

いう２つの課題解決を目指します。社会を

変えるためには、個々の活動だけでは限界

があります。さまざまな企業や団体とタッ

グを組み、変革の大きな波を継続的につく

り出していくことが欠かせません。グラミン

日本はこれからもあらゆる機会をとらえて

いきます。

　2021年7月には、グラミン銀行の創設

者でグラミン日本の名誉会長でもあるム

ハマド・ユヌス博士が、国際オリンピック委

員会（IOC）よりオリンピックローレルを授

与されました。コロナ禍での開催にさまざ

まな意見があった東京オリンピックではあ

りましたが、その開会式の場でユヌス博士

が、ソーシャルビジネスで社会を動かす変

革者として表彰されたことは、私たちにとっ

てこのうえなく勇気づけられるニュースと

なりました。

グラミン日本の挑戦は、まだまだこれから

が本番です。みなさまの引き続きのご支援

を、心からお願いいたします。



設立以来、初めてとなるリブランディングを実施しました。

なぜこのタイミングだったのか。そこに込めた願いとは。

私たちの思いをお伝えします。
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リブランディング＆
サイトリニューアルのお知らせ

ビジョン実現を加速する

グラミン日本はこれまで、経済的に苦しい状況
にある方々へ、低利・無担保の少額融資（マイ
クロファイナンス）や、起業・就労支援などを
行ってきました。
しかし、新型コロナウイルス感染症の拡大によ
り、シングルマザーや非正規雇用の女性たちは
職を失うなど厳しい状況に追い込まれました。
さらに、世界的なインフレ加速による物価高騰
が家計に追い討ちをかけています。今ほど、一
人ひとりの実情に即した包括的な支援が求め
られている時はありません。

Mission
組織の使命

Vision
組織が目指すゴール

Value
企業と社員が大切にする
価値観や行動指針

マイクロファイナンスと多様なパートナーとの共創によって生まれる
「一歩を踏み出す機会」を、人々に提供していきます。

グラミン日本の理念に共感し、力を合わせて
世の中を変えたいと思う多様な企業・団体・個
人ボランティアのみなさまとともに、一刻も早
く支援の輪を広げていきたい。そのような思
いから、設立3周年に当たる2021年、ブラン
ドメッセージとロゴマークを刷新しました。
困難な状況にありながらもチャンスを願い一
歩を踏み出そうと想う人々に伴走し、誰もが
いきいきと社会で活躍し、持続する社会の実
現のために、これからも歩んでまいります。

ブランドロゴに込めたメッセージ

新たなロゴは、グラミン銀行のアイデンティ
ティである「家」を継承しながら、よりシンプル
で洗練されたデザインとして、「一歩を踏み出
す人々の集う家」を表現しています。また、外
に向かって開かれた扉は、新しい世界へ歩き
出す人々の希望を表すものです。
ロゴカラーは赤色を基調としました。赤は「博

愛」や「活力」を表し、グラミン銀行の日本版と
して「日の丸」も象徴しています。さらにSDGs
の一番目の目標である「貧困をなくそう」の色
でもあります。また、サブカラーとして安心感の
あるピンクを採用し、扉の色に使用しました。扉
から入ってくる人や一歩を踏み出す人を、優し
く見守ります。

新しいサイトで新たな出会いを

リブランディングと同時に、グラミン日本の公
式ウェブサイトを全面リニューアルしました。
1人でも多くの方に私たちの存在と活動を
知っていただけるよう、親しみやすいデザイン
と、必要な情報に簡単にたどり着けるシンプル
な設計を心がけました。
グラミン日本が目指す社会や活動の基盤とな
るユヌス・ソーシャルビジネス7原則、支援モ
デルなどを紹介するとともに、実際に支援を
受けた方 （々グラミンメンバー）や活動を支え

るプロボノの声も掲載しています。随時、最新
の情報が追加されますので、グラミン日本をご
存知の方や、すでにご支援をいただいているみ
なさまも、ぜひ一度ご覧いただければ幸いで
す。
サイトリニューアルをきっかけとして、新たな
パートナーやプロボノ、そして何よりも未来の
グラミンメンバーとの出会いが生まれることを
心より願っています。

誰もがいきいきと社会で活躍し、持続する社会。

チャンスを願い、
一歩を踏み出そうと想う人々の伴走者であること。



Topics.1
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銀行等に預入されたまま10年以上取引のない預金は休眠預金と呼ばれ、毎年
800億円程度発生しています。この資金を民間での公益的な活動の支援に有
効活用するために、2018年1月に「休眠預金等活用法」（正式名称「民間公益
活動を促進するための休眠預金等に係る資金の活用に関する法律」）が施行
され、子ども若者支援、生活困難者支援、地域活性化等支援の3分野において
NPO法人などの民間団体が行う公益活動に活用されることになりました。

「学んで、稼ぐ」シングルマザーを応援

就労支援プログラム
「フラワープロジェクト」

シングルマザーに最も必要とされるものの一つが経済力です。無理せず、楽しく働いて、安定した収入を得る
ことで、金銭的にも精神的にもしっかりとした基盤が築けます。十分な収入につながるスキルを習得して、一
時的ではない本物の経済力を自分のものにしてほしい。そんな願いから、グラミン日本ではシングルマザー
の就労支援プログラムを行っています。

眠れる預金でポテンシャルが覚醒する
休眠預金とその活用の仕組み

1

　甲斐三南子さん

デジタルライター育成のフラワープロジェクトに参加する前は、キャリ
アについてのコンプレックスがありました。大学在学中に難病を発症し
て正社員としての就職をあきらめ、非正規ゆえの貧困を身に染みて感
じてきたからです。健康面での不安も残り、キャリアを手にするために
は無理し続けなければならないのかと、やるせない思いを抱いていま
した。
でも、プロジェクトの参加を通して働き方に対する視野が大きく広がり
ました。体が弱いことも含めて私は私、そんな自分を軸にした「私に優
しい働き方」をしてもいいのでは、と意識が変わったのです。フラワー
プロジェクトは私に、気持ちの面でもスキルの面でも大きな変化をも
たらしてくれました。
ライターとしての活動を経て、現在は念願の正社員として働いていま
す。今後は仕事を自らつくり出せる人となって活躍し、そしていつかは、
私と同じように自信が持てず、社会復帰を難しく感じている女性たちに
寄り添い、支援をする立場になれたらと思っています。

VOICE やっと見つけた、

私に優しい働き方

参加者の声

ヤマシタリエさん
（仮名）

出産後すぐに彼に振られ、精神的にも経済的にも先行きが不安で悩んでい
る時、キャッシュフォーワークの募集を知り、藁にもすがる思いで参加しまし
た。それまではただ途方に暮れていた時間が、今後について具体的に考え
たり、RPAを勉強する時間に変わりました。
参加中は毎週末に成果を発表するので、定期的に考えを言語化する機会が
ありました。フィードバックをもらい、さらに思考を繰り返すことで、考えの強
度が上がり、自分の決断に少し自信が持てるようになりました。色々と迷って
将来のビジョンが全く見えていなかった状態から、3カ月後には、新居、子ど
もの保育園の確保、新しい働き方と、着実に選択して前向きに行動できるよ
うになったと感じています。
卒業後の現在は、キャッシュフォーワークでトレーニングプログラム開発な
どを担当したRobo-Co-opに所属し、仕事をしています。今後もRPAスキル
を磨きながら、副業として続けたいと思っています。経済的な余裕が生まれ
て子どもと旅行したり、将来的には自分の好きな料理や絵を描く仕事に就
いて子どもを養っていくのが私の夢です。

スキルだけじゃない

手にしたのは自分への信頼

2021年度は、デジタルスキルに特化した２つの就
労支援プログラムを実施しました。第１期では、主に
デジタルメディアで活動するライターを目指し、ま
た第２期では、人手不足や生産性向上で注目が集ま
るRPAエンジニアを目指して、計11名のシングル
マザーなどが参加しました。
フラワープロジェクトは、一般財団法人リープ共創
基金による、コロナ禍で困窮する若者に就労機会を
提供する助成プログラム「キャッシュフォーワーク」
に基づくものです。
その特徴は、グラミン日本が参加者を直接雇用し、３
カ月間にわたって給与を支払いながら、スキルアッ
プのための研修や就労体験を積んでいただく点で
す。学びながら仕事に取り組み、習得したスキルを

デジタルスキルで
求められる人材に

甲斐さんからグラミン日本に届いた年賀状

2VOICE

実践の場で活かすことで「稼ぐ力」が身につきます。
ただし、技術的な知識や技能などのハードスキルだ
けでは、安定して仕事を続けていくことはできませ
ん。ビジネスコミュニケーションや論理思考などの
ソフトスキル、そして、意思決定や自己認識、金融リ
テラシーといったライフスキルが基盤となり、本当
の意味での自立がかないます。
グラミン日本独自の、5人一組の互助グループ、自
分を知り・夢を見つける「リード・ザ・ジブン」、デジタ
ルツールを駆使したきめ細やかなサポートなどを通
じて、参加メンバーが本来持つ力強さが引き出され
ていきました。10ページでも参加メンバーの声を
紹介しているので、ぜひそちらもお読みください。
これまでの実行団体に加えて、キャッシュフォーワー
ク2022では、資金分配団体としても初めて採択さ
れました。グラミン日本としてデジタル就労支援を
全国展開すると同時に、他団体への横展開の準備
を進めています。



Topics.2
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プロボノや学生ボランティアの方々とともに、一歩
踏み出そうとするシングルマザーの方々の背中を
押す「ミライWorkShop」（旧：プチ起業ワークショッ
プ）を、年間を通じて開催しました。ワークショップと
は、マイクロファイナンスの融資を希望する方に、ま
ず参加していただく無料説明会です。
2021年は新型コロナウイルスの感染拡大により、
すべてのワークショップをオンライン形式で行い、
全29回、計203名の方に参加いただくことができ
ました。従来は首都圏中心だった参加者が、海外も
含む広い地域に広がったのはオンラインならでは
の利点と言えます。
設立４年目を迎え、ワークショップの構成も進化を
続けています。

構成を今まで以上にシンプルにしたことで、目的が
より明解になり、参加者の意欲が高まる効果が生ま
れています。
経済的に自立したい、小さくても自分らしいビジネ
スを立ち上げたいという思いを胸にワークショップ
に参加した方が、実際にゼロから事業を立ち上げ、
夢を実現しています。さらに、それに刺激を受けた
他の参加者が、また一歩踏み出す。この好循環サイ
クルを大きなうねりにすることが今後の課題です。

コロナ禍でも年間29回のワークショップを開催！

マイクロファイナンス
（小口融資）

グラミンの支援モデルの中核をなすマイクロファイナンス。生活困窮の状態にある方々に、起業や就労に必
要な少額の資金を低利・無担保で融資するとともに、起業プランや金融トレーニングを通じたワンストップの
支援を提供します。５人１組の互助グループの形成や継続的なフォローアップにより、「誰一人取り残さない」
を目標に最後まで伴走します。

オンライン化で
見えてきた新たな可能性

グラミン日本の活動を１人でも多くの方に知ってい
ただき、支援を必要とする方にアクセスしてほし
い ̶ それが私たちの願いです。しかし、目標実現に
向けた壁は少なくありません。
まず、私たちの存在を知ってもらうこと。融資を受け
て事業を起こすことは、特別なことでも、難しいこと
でもないと理解してもらうこと。そして、今は苦しい
状態にあっても、夢を持って実現する力が自分にあ
ると信じてもらうこと。
これらの壁を突破するため、シングルマザーなどを
対象とした豊富な支援実績を持つ外部団体との協
働をこれまで以上に進め、成長のエンジンとするこ
とにしました。
2021年は、日本シングルマザー支援協会、MAIA、
ハートフルファミリーなどと連携し、ワークショップを
共同開催しました。今後も、互いの強みを活かせるさ
まざまな団体とのパートナーシップを通じて、多くの
方にグラミン日本のサービスを活用していただける
よう外部連携を積極的に推進していく予定です。

外部団体との連携により
広く、深くリーチする 3

渡部さん

いつかは鍼灸院を開業したいと思いながら、グラミン日本のワークショップ
に参加するまでは、具体的な行動を起こせずにいました。どこかで「できるわ
けがない」と思っていたのかもしれません。
アドバイスを受けながら事業計画をつくり込み、お金の現実と向き合ううち
に、それまでの甘い考えを猛省しました。一番変わったのは考え方です。変
なプライドが邪魔して、難しそうな問題からは逃げることばかり考えていた
のが、前向き思考に変化しました。
そしてついに融資を受け、鍼灸院の開業に漕ぎつけたのです。数年ぶりに鍼
灸師としてお客さまからお金をいただいた時、私はこの仕事が本当に好き
なんだと感じました。絶対に続ける！ と、覚悟を決めました。
同時に、これで終わりではないとも思いました。グラミンで出会った仲間は、
起業の先に本当の人生の夢を持っている。では、私はと考えたのです。そこ
で人生の後半に思いをめぐらし、鍼灸院併設のシェアハウスという新しい目
標を手にしました。技術力と集客力をアップして、経営を軌道に乗せるのが
当面の目標ですが、子どもが独立するころには、次の夢の実現に向けて動き
出すつもりです。

VOICE 「好き」を仕事にして生まれた、
もう１つの目標

グラミン日本のマイクロファイナンスの特徴は
５人一組の互助グループを組む点です。

一緒にがんばる仲間がいるから夢が広がり、着実に前進できます。

介護福祉
資格をとる！

特技を活かしてプロの
イラストレーターに

絶対に
プログラマーになる！

障害児と旅行ができる
情報サイトを運営！

訪問看護師として
独り立ち！

ミライWorkShop:０　自身について知る

人生曲線などのワークを通して自身の価値観や
信念を知り、将来なりたいい姿や実現したい夢を
クリアにする。

ミライWorkShop:2　開業プランをつくる

開業に向けた手続きやスケジュールを確認し、
明日にでも動き出せるように準備する。

ミライWorkShop:1　起業アイデアを形にする

顧客ターゲットの設定や資金計画などの、どんな
事業にも欠かせない要素を明確にして、起業ア
イディアを「実際にインパクトを生み出す事業」
の形に変えていく。



みなさまの温かいご支援が、多くの女性たちの未来を確かに変えています。

ワークショップや金融支援を受け、自立に向けて歩き出した

グラミンメンバーのメッセージを届けます。
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Mess ag e s  f r om  t h e  Membe r s

支援した方々からのメッセージ

似た境遇のチームメン

バー達と時間を共有する

ことで「私はひとりじゃ

ない」と思えました。グラ

ミン日本と関わるように

なり、私はまた自分を好

きになれました。

メンバーのみんなが

今より良くなろうと

頑張っている様子を

見ることができて、

自分も頑張ろうと思

えた。

自分の良いところや強

みを、グループのみんな

から言ってもらえてう

れしい！ 弱みも相談で

きて心強い!! 安心感が

違った。

ひとりだと途中で挫折し

ていたと思う。仲間がい

るから最後まで参加でき

たし、仲間の存在がただ

ただありがたかった。ひ

とりでないことはとても

いい!!

子どもがいながら就職活動

するのはハードルがとても

高かったので、勉強をしな

がら給与を受け取れてとて

もありがたかった。失職し

てから失っていた自信を少

し取り戻せた気がする。

収入に少し余裕がで

きて、今まで諦めて

いたことも少しずつ

かなえられるように

なっている。

自分の価値観や、狭い生活行動

範囲だけでは気づかない視点

からの意見をいただきました。

一人で考えているよりも、はる

かに早く目標に近づける。も

し、自分だけだったら頭の中で

終わってしまっていたかもし

れません。

自分の仕事を認めて

もらえることは、何

にも代えがたい嬉し

さがある!!

チームワークが苦手なの

でみんなと協力できるか

な？と思っていたが、い

ざ始まってみると、居場

所を得たように感じた

し、メンバーの話を聞い

て心打たれた。

起業について貴重な意

見をもらえて、ありが

たかった。具体的な行

動を早く起こして、夢

を現実にしたいと思う

ようになった。

ジョブトレーニン

グを通じて、興味が

あったことに実際

に取り組むことが

できた。

お金をもらいながら学ぶ

ことで「こんなに応援し

ていただいているのだか

ら自活できるようになら

なければ！」という責任

感が芽生えた。

３カ月間でコミュニケー

ション力と自信を身につ

け、育児や家事で疲弊し

ていた心を前向きにリ

セットすることができま

した。

タスク管理、SNS分析、

自己PR、報告書の書き

方など、今後働くうえ

でのベーシックスキ

ルを身につけること

ができた。



Pa r t n e r s  &  S u p p o r t e r s
ご支援いただいたみなさま

ご支援のお願い
グラミン日本の活動は、
みなさまのご支援に支えられています。資金提供、事業連携、起業・就労支援、プロボノとしてのご協力など、

さまざまな形で多大なるご支援・ご協力をいただき、心から感謝しています。
これまで多くのご支援をいただきましたことに、心より感謝申し上げます。
より一層の事業拡大のため、引き続きご支援をお願いいたします。
お寄せいただきますご支援・ご寄付は、「誰もがいきいきと社会で活躍し、
持続する社会」の実現に向けて、有効に活用させていただきます。

毎月定額を寄付する 自由な額を寄付する

https://congrant.com/credit/form?project_id=1952 https://www.congrant.com/credit/form?project_id=3288

2021年度ご支援企業・団体

設立当初からご支援いただき、近年はマー
ケティング領域における戦略策定を中心に
ご尽力いただいています。
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アクセンチュア株式会社
賛助会員として、また「グラミンでんき」事
業により、電気代のうち一定額をご支援い
ただいています。

株式会社UPDATER

雇用マッチング型の就労支援プラット
フォームをご提供いただくとともに、運営も
支援していただいています。

SAPジャパン株式会社
チャリティラン・ウォークによる寄付のほ
か、社員の方の中小企業サポーターとして
の知見が生きる活動も始まっています。

エヌエヌ生命保険株式会社

賛助会員とし、グラミン日本の活動をバック
アップしていただいています。

医療法人社団咲優会
賛助会員として、またプロボノ派遣などを
通じて、支援していただいています。

株式会社セプテーニ・ホールディングス

2 0 1 9 年 から、日 本 オフィスより
Blackstone Charitable Foundation 
を通じて支援していただいています。

ブラックストーン・グループ・
ジャパン株式会社

グラミン日本の活動に賛同いただき、賛助
会員としてご支援いただいています。

三井不動産株式会社

ご寄付を通じて、シングルマザー向けの自
立支援およびエンパワーメントプログラム
を支援していただいています。

The Coca-Cola Foundation

休眠預金事業の実行団体に採択されたこ
とで、キャッシュ・フォー・ワークプロジェク
トを実施できました。

一般財団法人
日本民間公益活動連携機構
（JANPIA）

【  起業や就労のご支援  】Animo株式会社 ／ 一般社団法人日本シングルマザー支援協会 ／
日本労働者協同組合ワーカーズコープ連合会 ／ NPO法人のわみサポートセンター ／
一般社団法人ハートフルファミリー ／ MAIA株式会社 ／ ランサーズ株式会社　／ 一般社団法人Robo Co-op 

【    プロボノのご支援    】アクセンチュア株式会社 ／ ＳＡＰジャパン株式会社 ／ ＳＭＢＣ日興証券株式会社 ／
エヌエヌ生命保険株式会社 ／ 株式会社オズマピーアール ／ 株式会社ガイアックス ／ 株式会社キート ／
株式会社セプテーニ・ホールディングス ／ デロイトトーマツコンサルティング合同会社

外部寄付サイトcongrantよりご寄付いただけます

ご寄付以外のご支援について

毎月のご寄付
（マンスリーサポート） 今回のご寄付

個人のみなさま

グラミン日本へプロボノとして参画し、日本の貧困問題の解決に取り組んでいただく方を募集しています。

法人のみなさま

ご寄付によるご支援以外にも、次のようなパートナーシップを結ばせていただいています。

基金はグラミン日本の資本金に充てられます。「ユヌス・ソーシャルビジネス７原則」に基づき、配当は行いません。
事業利益は主に、グラミン日本の事業を改善・拡大するために使わせていただきます。

助成金・基金によるご支援

商品やサービスなどの資金のご提供

シングルマザーの方々への起業や就労のご支援

プロボノとして参画

賛助会員は、グラミン日本とともにエコシステムを形成する「アンバサダー」であり、「パートナー」です。
会員区分に応じた特典をご提供します。

賛助会員としての継続的なご支援
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財務会計報告 団体概要

1．経常増減の部
（1）経常収益 20,415,000

当 年 度科 　目 前 年 度 増  減

4,624,000
135,420
3,681,847

1,852,100
-3,696,000
113,732
3,540,489

18,562,900

2．経常外増減の部
（1）経常外収益 2,581 -144,555147,136
（2）経常外費用 - -619,719619,719

8,320,000
21,688
141,358

157 -17174

受 取 会 費

（2）経常費用 21,717,509 -72,70721,790,216
8,849,179 -520,0489,369,227 事業費用
12,868,330 447,34112,420,989
-1,302,509 1,924,807-3,227,316

 管理費用
当期経常増減額

2,581 475,164-472,583当期経常外増減額
-1,299,928 2,399,971-3,699,899当期一般正味財産増減額
1,040,240 -3,699,8994,740,139一般正味財産期首残高
-259,688 -1,299,9281,040, 240一般正味財産期末残高

事 業 収 益
受 取 寄 付 金

11,973,576 1,893,89610,079,680受 取 補 助 金 等
雑 収 益

Ⅰ．一般正味財産増減の部

基金期首残高
基金受入額 - - -

基金期末残高 16,020,000 16,020,000 -

16,020,000 16,020,000 -
Ⅲ．基金増減の部

 受取助成金
 一般正味財産への振替額（助成金等） -11,995, 223 -10,079,680 -1,915,543

28,411,141 12,079,680 16,331,461

当期指定正味財産増減額
 指定正味財産期首残高 2,000,000 - 2,000,000
 指定正味財産期末残高 18,415,918 2,000,000 16,415,918

16,415,918 2,000,000 14,415,918

Ⅱ．指定正味財産増減の部

34,176,230 19,060,240 15,115,990Ⅳ．正味財産期末残高

正味財産変動計算書
2020年10月1日から2021年9月30日まで

1．流動資産

2．固定資産
（1）特定資産

（2）その他の固定資産

その他固定資産合計
固定資産合計
資産合計

1,462,873
19,878,791
35,852,207

1,542,639
3,542,639
21,759,674

-79,766
16,336,152
14,092,533

現金預金
未収入金
前払費用
短期貸付金
貸倒引当金繰入

14,252,588

科 　目 当 年 度 前 年 度 増  減

92,694
381,719
1,414,573

-3,080,789
91,944
-190,474
1,103,858

17,333,377
750

572,193
310,715

-168,158 -168,158-
15,973,416 -2,243,61918,217,035

一括償却資産

長期前払費用
敷金

-

23,601
1,439,272

60,668

42,699
1,439,272

　 助成金 18,415,918 2,000,000 16,415,918
特定資産合計 18,415,918 2,000,000 16,415,918

-60,668

-19,098
-

流動資産合計

Ⅰ．資産の部

1．流動負債
未払金
未払費用

前受金
預り金

400,000
869,870

-
336,107

1,533,688
95,746

1,000,000
-

-1,133,688
774,124

未払法人税等 70,000 70,000 -

-1,000,000
336,107

1,675,977 2,699,434 -1,023,457
1,675,977 2,699,434 -1,023,457

流動負債合計
負債合計

Ⅱ．負債の部

1．基金 16,020,000 16,020,000 -
2．指定正味財産 18,415,918 2,000,000 16,415,918

-11,995,223 -10,079,680 -1,915,543

3．一般正味財産
正味財産合計
負債及び正味財産合計

-259,688
34,176,230
35,852,207

1,040,240
19,060,240
21,759,674

-1,299,928
15,115,990
14,092,533

Ⅲ．正味財産の部

貸  借  対  照  表
2021年9月30日現在 （単位：円、税抜）

（単位：円、税抜）

（うち特定資産への充当額）

団 体 名
所 在 地
電 話 番 号
登 録 番 号
H P

一般社団法人　グラミン日本
〒103-0022　東京都中央区日本橋室町1-8-7 東信室町ビル4階
03-3516-2890
東京都知事(T2)第31700号　日本貸金業協会会員 第006047号
https://grameen.jp/

名 誉 会 長
創 設 者
理事長・CEO
理事・事務局長
理 事

監 　 　 事

青 井  浩 株式会社丸井グループ 代表取締役社長

入江 のぶこ 東京都議会議員

内 田  士 郎 SAPジャパン株式会社 代表取締役会長

江 成  道 子 一般社団法人日本シングルマザー支援協会
代表理事

大 石  英 司 株式会社UPDATER 代表取締役社長

小原 壮太郎 一般社団法人the Organic 代表理事

加 藤  智 康 三井不動産株式会社 常務執行役員

神 永  晉 元住友精密工業株式会社 代表取締役社長

塩 田  真 弓 株式会社テレビ東京 報道キャスター・記者

鈴 木  敦 子 NPO法人ETIC.

島 田  圭 子 ラッセル・レイノルズ・アソシエイツ・
ジャパン・インク マネージング・ディレクター

橘 田  大 輔 ブラックストーン・グループ・ジャパン株式会社
代表取締役

中 内  綾 一般社団法人アフリカ協会 理事

中 村  誠 司 Team Energy株式会社 代表取締役

丹 羽  恵 久 ボストン・コンサルティング・グループ
Managing Director & Partner

原  丈 人 アライアンス・フォーラム代表理事、
デフタパートナーズグループ会長

平野 啓一郎 芥川賞作家

藤 沢  久 美 シンクタンク・ソフィアバンク 代表

藤 田  英 明 株式会社アニスピホールディングス
代表取締役社長

M I N M I シンガーソングライター

安田クリスティーナ 国際NGO InternetBar.org ディレクター

安 井  正 樹 PwCコンサルティング合同会社 パートナー、
一般財団法人PwC財団 代表理事

古 村  伸 宏 日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）
連合会 理事長

ムハマド・ユヌス博士
菅 正広
百野 公裕
中川 理恵
シェーファー・平ダーヴィッド
白瀧 征人
兒玉 久実
髙橋 歌織
大倉 然

［ アドバイザリーボード ］

顧 問 岩下 千草
宇佐美 潤祐　
太田 智
金 辰泰
児玉 都
小林 立明
根本 剛史
羽生田 慶介
東出 忠昌
三上 幸司　
望月 利昭

2022年4月現在。五十音順。敬称略



あなたと一緒に、新しい「支援」のカタチを創造。
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貧困・生活困窮に陥った時、そこから脱却する助けがセーフティネット・ソフトインフラとして
整備されている社会

生業的な起業（プチ起業・小商い）が普通にできる社会

Job Seeker（仕事を探す人）より、Job Creator（仕事を創造する人）が活躍できる社会

地域・コミュニティがお互いに助け合い、共感のある社会

ユヌス・ソーシャルビジネス7原則が実践される社会

会社が、株主だけでなく経営者、社員、取引先、顧客、地域・コミュニティなど
全ステークホルダーに貢献する社会

グラミン銀行はムハマド・ユヌス博士により、 1983 年にバングラデシュで設立されま
した。 貧困層を対象に５人一組の互助グループを形成し、 低利・無担保で融資する
マイクロファイナンス事業を展開。 借り手のほとんどは女性で、融資金を元手にスモー
ルビジネスを起こし、 経済的自立を目指します。 2006 年、 ユヌス博士とグラミン銀
行は、 貧困削減に寄与した功績によってノーベル平和賞を受賞しました。

01 利益の最大化ではなく、社会問題の解決こ
そが目的であること 02 財務的に持続可能であること

03 投資家は投資額を回収するが、それ以上の
配当は分配されないこと 04 投資額以上の利益は、ソーシャルビジネスの

拡大や改善のために使うこと

05 環境へ配慮すること 06 スタッフは標準以上の労働条件・給料を
得ること

07 楽しみながら仕事をすること
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グラミン日本は「日本の貧困」という社会課題に取り組んでいます。
貧困の連鎖を断ち切り、持続可能な社会を子どもたちに引き継ぎます。
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名 誉 会 長　　　　 ムハマド・ユヌス博士
創   設   者　　　　 菅 正広
理事長・CEO　 　　　百野 公裕
理事・COO　 　　　中川 理恵
理　　   事　　　　 シェーファー・平ダーヴィッド
　　　　　　　　　 白瀧 征人
　　　　　　　　　 髙橋 歌織
　　　　　　　　　 小林 立明
　　　　　　　　　 近藤 康裕
　　　　　　　　　 大倉 然
監　　  事　　　　 木村 道哉
　　　　　　　　　 兒玉 久実

顧　　　問　　　岩下 千草
　　　　　　　　宇佐美 潤祐
　　　　　　　　太田 智
　　　　　　　　金 辰泰
　　　　　　　　児玉 都
　　　　　　　　新田 信行
　　　　　　　　根本 剛史
　　　　　　　　羽生田 慶介
　　　　　　　　東出 忠昌
　　　　　　　　三上 幸司
　　　　　　　　望月 利昭

（五十音順、敬称略）



グラミン日本の活動は、
みなさまのご支援に支えられています。

一般社団法人グラミン日本
〒103-0022
東京都中央区日本橋室町一丁目8番7号
東信室町ビル4F
TEL 03-3516-2890

外部寄付サイト・コングラントよりご寄付いただけます。

マンスリーサポーター
（毎月のご寄付）

今回のご寄付

ご寄 付 はこちらから

コングラントのご利用が

難しい法人様は、

こちらからお問い合わせください。

公式サイト 法人向けサイト
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日本全国に「応援の輪」を広げたい
そのために、私たちは全国の自治体、
起業、支援団体のみなさまとつながります

日本全国に「応援の輪」を
パートナーと共に広げていく

グラミン日本 理事長 百野 公裕 

15　 企業等との連携紹介
17　 ご支援いただいた皆様
19　 スタッフ紹介・団体概要
21　 財務会計報告

2023年度、日本経済は新型コロナウイルスの影響から脱してインバウ
ンド需要の回復など、改善の兆しが見えてまいりました。一方でコロナ禍
で実施された緊急融資の返済や物価高によって経営体力が小さい中小企
業の倒産が増加しており、非正規雇用が多いシングルマザーの雇用環境
は変わらず予断を許さない状況です。物価の高騰も彼女たちの生活に大
きな影響を与えています。

このような状況の中、2023年度は日本全国に支援の輪を広げるスター
トの年となりました。自治体や企業の皆様と連携し、シングルマザーの経
済的自立を支える支援活動を強化しています。私たちは「誰もがいきいき
と活躍できる社会」を目指し、今後も活動を推進してまいります。

皆様の変わらぬご支援とご協力を心よりお願い申し上げます。

2023年5月に開催した「2022年度活動報告会」のひとコマ。
グラミン日本スタッフのほか、サポーター企業の方や
シングルマザーの皆さんが報告会のトークイベントに参加していただきました。



高橋 : それでは、中村さんと黒澤さんにお話を伺っていきましょ
う。グラミン日本に参加する前の状況と、その時の気持ち
について教えていただけますか？まずは中村さんから。

中村 : 自宅での仕事が必要となった母の介護という経験を経て、
私は起業を決意しました。起業に関して多くを知らず、毎
日不安を感じていました。

高橋 : やりたいことはあるけれど、どうすればいいのか不安が大
きかったのですね。黒澤さんはいかがでしょうか？

黒澤 : はい、私は何かを成し遂げたいと思いながらも、行動に移
せない状態でした。現実と理想のギャップにストレスを感
じていましたが、現状を変えたいとずっと考えていました。

高橋 : 当時の黒澤さんから焦りを感じていたのが伝わってきの
を覚えています。
次に、グラミン日本への参加によって何を得ることができ
たか、教えていただけますか？

高橋 : 本日は、グラミン日本のマイクロファイナンスで融資を受
けて起業を実現された中村さん、黒澤さんの二人をお招
きしたトークイベントとなります。まずはお二人の自己紹
介からお願いできますで
しょうか。

中村 : こんばんは。私は長崎県在住の中村晃子です。ファスティ
ングや生活アドバイザーとして活動し、酵素ドリンクの販
売とカフェ経営も行っています。本日はよろしくお願いし
ます。

黒澤 : こんばんは。私は群馬県に住む黒澤です。現在、会社員と
して働きながら、副業でアロマとヨモギ蒸しのサロンを自
宅で経営しています。皆様の参考になることがあれば幸い
です。本日はよろしくお願いいたします。

高橋 : 次はお２人に、ご自身の変化と成長についてお聞きします。

中村 : 起業に必要な知識やマインドを学び、まだまだ足りないこ
とを認識しましたが、完璧でなくてもいいということに気
付き、相談することができるようになりました。融資につい
ても自分への投資の一環として考えるようになり、経営者
のマインドが芽生え始めたと思います。

高橋 : センターマネージャーの密山さんから見て、中村さんの変
化はどう感じましたか。

密山 : 最初は慌ただしく動いている印象がありましたが、中村さ
んの明るさと人柄で乗り越えてきたと感じています。

高橋 : 次は黒澤さんから変化について聞かせていただけますか。

黒澤 : 私はグラミン日本に参加する前は、会社員マインドに固執
していましたが、起業家としての考え方に気持ちが切り替
わりました。また私の行動を見て、子供たちも自分の働き
方を選ぶ重要性を理解し、今後の働き方を模索しているよ
うです。以前は自信がなく、融資が決まっても不安があり
ましたが、ともかくスタートすることで、覚悟を決めて行動
することができました。以前の自分では、今の成長を想像
できなかったと思います。

高橋 : 黒澤さんの成長には本当に驚きました。当初はバタバタし
ていましたが、今では余裕が感じられます。山口さんから
の視点はどうですか。

山口 : 黒澤さんはやりたいことを明確に持っていましたが、集客
や本業の忙しさ、体調不良、コロナなどの困難が立ちはだ
かっていました。そういった困難な状況でもモニターの募
集やオンラインセミナーを実施し、チャレンジし続けた姿
勢が印象的ですね。また家族との時間や関係を大切にさ
れていることも感じます。お子さんが大学生でいる中、
チャレンジングなお母さんがそばにいることは素晴らしい
ことだと思います。応援しています！

巻頭特集
「シングルマザー トークイベント」
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自己紹介

グラミン日本に参加する前のマインドについて

グラミン日本に参加したことで得られたもの

２人の変化について
高橋 : 「起業やフリーランス」は、これからの女性、特にシングル

マザーにとっても新しい選択肢の一つだとグラミン日本
では考えていますが、お二人はこの選択肢についてどの
ように考えられていますか？

中村 : 子供との時間を大切にできるようになるためにも、起業に
対する不安はあるかもしれませんが、まずは副業からでも
いいので、なにかしらのスキルアップしていくことが重要
だと感じています。私自身、母の介護や子供の学校の問題
に直面し、家庭と仕事のバランスに苦労しましたが、両方
を諦めたくないという思いから、新しい働き方を模索しま
した。皆さんにも、仕事と家庭の両立のために起業を選択

肢の一つとして考えていただきたいです。

黒澤 : 私も以前はフルタイムの仕事を続けながら家事や育児を
こなし、残業やダブルワークによって睡眠不足と疲労が蓄
積した経験があります。この経験から自分のやりたいこと
に時間を使うことの重要性を実感しました。みなさんに
は、まず副業から始め、自分の可能性を試してみることを
お勧めします。

高橋 : お二人の実体験に基づく力強いメッセージに感謝します。
密山さん、山口さんからもコメントをお願いできますか。

密山 : 視聴者の皆さんは、お金やスキルについて不安を感じて
いるかもしれませんが、それは思い込みに過ぎないことが
多いです。好きなことを実践し収益を得る方法はあります
ので、皆さんには、自分自身を発見し、夢を見つけ、仲間と
共に実現していただきたいと思います。

山口 : 皆さんには、まずは「未来ワークショップ」に参加していた
だきたいです。そこで他人のフィードバックを受けること
で、起業する勇気を持つきっかけになると思います。私の
グループでは、小さな一歩からでも始めることを推奨して
います。まずは副業から始めることも良い方法だと思いま
す。小さな一歩でも、スタートして良かったと感じていただ
ける女性が増えることを願っています。

高橋 : グラミン日本では首都圏だけでなく日本全国の皆さんに
融資が実行できるよう体制を構築しています。2022年に
は仙台支部を設立し、また仙台以外でも地元の企業や団
体と協力しています。ぜひ、地方の方もまずはワークショッ
プへのご参加をお願いします。本日は中村さん、黒澤さ
ん、ご出演ありがとうございました。

起業やフリーランスという選択肢について中村 : 私にとって一番の収穫は、仲間や共感者と出会えたことで
す。融資のために5人のグループを結成し、お互いにミー
ティングを行いました。一人では悩んでしまうことも、話し
合いの中から気付くこともありましたし、お互いの励まし
がとても心強かったです。

高橋 : 中村さんのグループはお互いに、本当に心から応援し合っ
ている感じが強いグループでしたね。黒澤さんからも伺い
たいと思います。

黒澤 : 私の一番大きな収穫は、自分自身の気持ちの変化です。
ミーティングでのディスカッションを通じて、メンバーと一
緒に課題に取り組み、またメンバーからのフィードバックも
多くもらえるため、非常に価値のある経験でした。５人組で
の活動が楽しみでしたし、励みになりました。

高槁 : 実際に5人組を形成された皆さんからは仲間の存在が大
きかったと伺うことが多いです。グラミン日本のマイクロ
ファイナンスは5人1組のグループで進んでいくことが最
大の特徴です。毎月2回のミーティングで、融資返済の確
認を行い、進捗状況を話し合ったり、励まし合ったりするこ
とで、支え合いの効果があります。また、この５人組は当事
者だけなく、グラミン日本もセンターマネージャーがサ
ポートの形で関与しています。密山さんと山口さんは、セ
ンターマネージャーとしてサポートされましたが、５人組
の効果をどのように感じられていますか？

密山 : 日本での起業はまだまだ難しいことが多く、孤独を感じる
ことがあります。しかし、グラミン日本の５人組はその孤独
感を払拭し、安心感を与えてくれる場所だと感じていま
す。また、ビジネスに必要なマインドや新たな視点に気付
かせてくれる場所でもあります。

山口 : 私も同感です。安心感と共に、他のメンバーからのアドバ
イスや新しい視点を受けることが、非常に貴重な経験だと
思います。特に、起業は会社で働く環境とは違って、一人で
全てのことをしなければなりません。できない、分からな
い自分を責めてしまい、負のスパイラルに陥ってしまう時
もあります。そんな不安定な状態に陥る前、メンバーに悩
みを相談したりすることが非常に良い効果があるのかな
と感じています。
また起業に向けた準備が予定より遅れている時でも、メン
バーからの励ましや、他のメンバーが自分の悩みを真剣に
考えてくれる姿を見ることで、また明日から頑張ろうって
いう希望が湧いてきます。起業を目指す中には不安を抱く
こともありますが、不安を希望に変える効果が5人組には
あるかなと思っています。

シングルマザーに
起業という選択肢を！

※ このメッセージはグラミン日本が
シングルマザーの新しい生き方の一
つとして提案するものです。

黒澤さん

中村さん

ファスティング・腸活アドバイザー

中村 晃子さん山口さん
グラミン日本

密山さん
グラミン日本

高橋さん
グラミン日本

自宅にてアロマ・よもぎ蒸しサロンを開業

黒澤 純恵さん

※



Mission
組織の使命

Vision
組織が目指すゴール

Value
企業と社員が大切にする
価値観や行動指針

マイクロファイナンスと多様なパートナーとの共創によって生まれる
「一歩を踏み出す機会」を、人々に提供していきます。

誰もがいきいきと社会で活躍し、持続する社会。

チャンスを願い、
一歩を踏み出そうと想う人々の伴走者であること。

先進国には貧困国とは異なる「相対的貧困」の問題があります。日本の相対的貧困率はG７のなかで米

国に続いて２番目に高い水準にあり、特にシングルマザーや非正規労働の女性たちなどが経済的に厳

しい状況に置かれています。 グラミン銀行の日本版として2018年に設立されたグラミン日本は、バ

ングラデシュをはじめ世界各国で蓄積されたマイクロファイナンス事業の知見を活かし、豊かな国にふ

さわしいアプローチで日本の貧困問題を解決するために挑戦を続けています。

グラミン日本を知る

�　������������������ �

誰もがいきいきと活躍する持続可能な
社会に向けて私たちは、歩み続けます。

グラミン日本とは

私たちが「目指す社会」

ユヌス・ソーシャルビジネス７原則

貧困・生活困窮に陥った時、そこから
脱却する助けがセーフティネット・
ソフトインフラとして整備されている社会

グラミン銀行はムハマド・ユヌス博士により、1983年にバングラデシュで設立されました。貧困層を対
象に５人一組の互助グループを形成し、低利・無担保で融資するマイクロファイナンス事業を展開。借り
手のほとんどは女性で、融資金を元手にスモールビジネスを起こし、経済的自立を目指します。2006
年、ユヌス博士とグラミン銀行は、貧困削減に寄与した功績によってノーベル平和賞を受賞しました。

1

生業的な起業（プチ起業・小商い）が
普通にできる社会2

Job Seeker（仕事を探す人）より、
Job Creator（仕事を創造する人）が
活躍できる社会

3

地域・コミュニティがお互いに助け合い、
共感のある社会4

ユヌス・ソーシャルビジネス7原則が
実践される社会5

会社が、株主だけでなく経営者、社員、
取引先、顧客、地域・コミュニティなど
全ステークホルダーに貢献する社会

6

1.利益の最大化ではなく、社会問題の解決こそが目的であること 5.環境へ配慮すること

2.財務的に持続可能であること 6.スタッフは標準以上の労働条件・給料を得ること

3.投資家は投資額を回収するが、それ以上の配当は分配されないこと 7.楽しみながら仕事をすること

4.投資額以上の利益は、ソーシャルビジネスの拡大や改善のために使うこと

9月
2018年

グラミン日本のあゆみ

一般社団法人
グラミン日本設立、事業開始

12月
2019年

グラミン日本の5人組第1号
が形成、融資スタート

4月新型コロナ感染防止のため、
イベントやミーティング等を
オンライン化

11月みんな電力（現updater）との
協業で電力プラン「グラミン
でんき」開始

2月コロナ禍で困窮する若者へ就労支援を提供する事業
を募集する助成プログラム「キャッシュフォーワーク
2020」第2期助成団体として採択決定

5月デジタルスキルに特化したシングルマザー就労支援
プログラム」を開始

8月 SAPジャパン、MAIAと共に「でじたる女子」プログラ
ムの提供を開始

2月 2021年度休眠預金等活用法に基づく資金分配団体に初の採択決定
6月愛媛県と「でじたる女子活躍推進コンソーシアム」が連携協定を締結
8月グラミン日本・仙台支部を設立
9月鹿児島県と「でじたる女子活躍推進コンソーシアム」が連携協
定を締結

9月米国NCR財団より助成決定

3月奈良県と「でじたる女子活躍推進コンソーシアム」が連携協定を締結
3月チャリティ・エイド財団グループの国際認定証を取得
6月 2022年度活動報告会をオンラインで開催
8月株式会社Qvouとシングルマザーの自立支援を促進する共同
プロジェクトを発足

9月 2023年度休眠預金等活用法に基づく資金分配団体に採択決定

2018・2019 2020 2021 2022 2023



支援モデルと実績
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グラミン日本だからできる、
エンパワーメントがあります。

生活困窮状態や生活困窮リスクがある方々を対象に、
低利・無担保で少額の融資を行い、起業や就労による自立を支援します。

 マイクロファイナンス
（小口融資）

支援
モデル１

グラミン日本のマイクロファイナンスの特徴

未来への想い・働く意欲を持った5人一組の互助グルー
プをつくり、起業や就労に向けた行動を後押しします。
1人で進むより、多くの学びと勇気が得られます。

自立したいけれど、どこから始めればいいのかわから
ない。そんな方を対象に、体験型ワークショップ「ミライ
Workshop」を月に3～4回開催しています。自分を見つめ、
目標を掲げ、就労・起業を目指します。

満 20歳以上、毎月2回のセンターミーティングへの参加
が可能なことなど、条件をクリアした方に低金利・無担保、
保証人不要の融資を開始します。

月2回、5人組のグループが顔を合わせるミーティング。
グラミン日本のセンターマネージャーとともに、借入金の
返済状況や事業の進み具合を確認し、悩みを相談し合い、
解決策やアイディアを共有します。

【コミュニティ一】
 一緒にがんばる仲間

【育成】
稼ぐ力を身につける、無料のオンラインワークショップ

【金融支援】
 条件は、働く意欲

【センターミーティング】
継続的なフォローアップ

３つのステップで起業を実現するミライWorkShop

事
業
計
画
書
の
作
成

STEP 0

STEP 2
STEP 1

「人生曲線」や「家計シミュレーショ
ン」などのワークを通し、自分自身
が大切にしている価値観や信念を知
り、将来こうなりたいと思う自分の
姿や実現させたいことをクリアにし
ます。

顧客ターゲットの設定や
資金計画の設計など、ど
んな事業にも必要な要素
を明確化して、起業アイデ
アを「実際にインパクトを
生み出す事業」の形に変
えていきます。

開業に向けて必要な手続き
の確認や、スケジュール作
成を行い、明日にでも動き
出せる準備をします。また、
互いの事業計画を共有し、
夢の実現に向けて支え合う
仲間を見つけてグループを
形成し、融資に向けた準備
を進めます。

自身について知る

起業アイデアを形に

開業プランをつくる

 デジタル就労支援プログラム支援
モデル2

2022年度 支援実績

「でじたる女子プロジェクト」について

地方に在住しているシングルマザーを中心とした女性に対して、デジタルスキル研修の提供だけでなく、就労に向

けた意識を切り替えるマインドセット研修や経済的自立を目指すための金融リテラシー向上プログラム、または一

部の自治体では研修への伴走支援、就労に向けたキャリアカウンセリング、職務経歴書・面談指導、登録企業への

就労支援まで、入り口から出口まで一貫した就労支援プログラムとなっています。

2022年度からは、SAPジャパン、MAIAとデジタル技術を活用できる女性人材の募集から育成・教育および就労支
援を一貫して行う連携組織「でじたる女子活躍推進コンソーシアム」を発足し、各地方自治体と連携をスタートさせま
した。 

シングルマザーが将来に夢や希望を抱いて生活するためには、安定的な収入が欠かせません。人材ニーズが高く、

時間や場所にとらわれない働き方が可能なデジタル分野を中心に、就労支援に取り組んでいます。

企業・団体・自治体などの多様なパートナーと一緒に、
未来に向けて一歩を踏み出したい方々へ、就労支援プ
ログラムを提供しています。

融資金額
（累計）

1,298万円
マイクロファイナンス
融資実行件数（累計）

62件

詳細はこちら
でじたる女子 検 索

①人材を集める ②教育する ③仕事を創出する

事業融資の支援 社会的インパクト評価

希望に応じてマイクロ
ファイナンスも利用可

事業融資の支援

仕事に必要な事業
資金を融資で支援

マイクロファイナンス事業
キャリアカウンセリング
出口企業とのマッチング

就職、フリーランス、副業
兼業、多様な働き方

デジタル就労事業

地方自治体

デジタルスキル＝経済的自立

IT基礎 動画編集

テレワーク基礎 財務経理

RPA開発 デジタルマーケティング
など

マインドセット＝精神的・社会的自立

自己受容 金融教育

振り返り 開業・起業支援



グラミン日本
仙台支部

長野県
佐久市

鳥取県

奈良県

愛媛県福岡県

鹿児島県

沖縄市・糸満市

菅野奈津子

2022年８月に初の支部として「仙台支部」を立ち上げ、2023年度から本格的

に活動を開始しました。仙台地域に在住するシングルマザーのリスキル・就業支

援を開始して、将来的には東北各県へ支援拡大を目指してまいります。

グラミン日本は現在、各地方自治体が展開している地方在住シングルマザーを中心
とした女性を対象にしたリスキリングプログラム「でじたる女子プロジェクト」に独自
の研修プログラムを提供しています。

長野県佐久市が展開する
デジタル人材育成・就労支援プロジェクト
「Cosmosta+（コスモスタプラス）」での
グラミン研修の様子（9月16日）

H i g h l i g h t s  2022 - 2023
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日本全国に広がるグ ラミン日本の活動
2023年度は支援活動が日本全  国に広がり始めた年となりました。

活動の一部を  ご紹介します。 

グラミン日本仙台支部の立ち上げ
地方自治体と連携して

グラミン日本の独自研修をスタート

仙台地域は、首都圏よりも色濃いジェンダーバイアスが存
在し、幼少期から無意識に刷り込まれたジェンダーロールの
影響で、社会でのチャレンジと成長の機会が制約されてい
る女性が数多く存在しています。そんな女性たちの就業率
向上と、社会の一員として決定プロセスに参画する女性が
増えることを目標に支援活動を推進しています。

佐久市は軽井沢のすぐ隣という地の利のため、受講生
も地場の方と移住者と半々くらいの構成でした。研修の
最初は皆さん不安そうな表情でしたが、皆さん共通して
抱えている課題は同じ。市内に仕事先が少ないため、し
んどい仕事でも簡単に転職することができなかったり、
お母さんは育児と家事という役割分担意識が強い環境
にいること。とても苦しそうに我慢している方が多い印
象でした。

人生曲線（マインドセットプログラムのパート）が終わっ
たくらいから「こんな短時間でいろんな人の人生を語り
合うことができるなんて今日ここにきて本当に良かった
～」という声が何人からも上がってきていて、目をキラ
キラさせながら傾聴と共感を繰り返していました。

メンバー

仙台支部のメンバーはそれぞれ本業と兼任でグラ
ミンの活動に携わっています。グラミン日本の理念
に共感し、忙しい合間を縫ってそれぞれが出来るこ
とに取り組み仙台支部の活動を少しでも広げようと
日々奮闘しています。

若松英洋（事務局長） 加賀谷成美 出水彩子

齋藤由貴 赤木弘喜 菅野奈津子

支部長：羽山暁子
グラミン独自研修は、シングルマザーの皆さんがデジタルスキル研修を受講する前
に、何のために研修を受けるのか、自分の将来設計をどうするのか、などを考え研修
をやりきるための ①マインドセット ②金融トレーニングから構成されています。
これまでマイクロファイナンスで培ってきたノウハウを活かした研修プログラムと
なっており、受講生の方や地方自治体の担当者様から高評価をいただいています。

長野県佐久市でのグラミン日本研修の様子

「でじたる女子プロジェクト」

現在連携している
地方自治体

①長野県佐久市 ②奈良県
③鳥取県 ④愛媛県 ⑤福岡県 ⑥鹿児島県
⑦沖縄県沖縄市 ⑧沖縄県糸満市

「研修担当者からのコメント」



幅広い学習プログラムを提供し、受講者が相互に支えあいながら
就労に繋げていく仕組みにより経済的自立を支援

URL https://animo-plus.co.jp/

グラミン日本は、休眠預金等活用事業の実行団体、資金分配団体として採択を受け、
未来のために一歩を踏み出したい方々に対して様々な就労支援プログラムを提供しています。

休眠預金等活用法に基づき、10年以上取引がない預金等（休眠預金）を社会課題のお解決や民間公益
活動の促進のために活用する制度が始まりました。グラミン日本は資金分配団体として採択され、「シン
グルマザーのデジダル就労支援」事業を実施しています。

本事業では、「学びたい」という意欲のあるシン
グルマザーに向けて、ITスキルの「学びあい」の
場を創出し、シングルマザーが抱えがちな孤立
感にアプローチする「支えあい」の視点を大切
に、参加者の互助組織をつくってまいりました。
また、「学びあい」の参加者には初期段階から定
期的にキャリアコンサルティングや、ビジネスマ

H i g h l i g h t s  2022 - 2023
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休眠預金等活用事業の進捗報告

４実行団体の紹介と事業進捗

「休眠預金等活用事業」とは？

2021年度採択の資金分配団体事業では、リスクのある一都三県のシングルマザーのデジタル就労支
援に従事する実行団体を選定し、資金支援および非資金的支援を行うことで、シングルマザーの精神的・
経済的な自立を目指します。今年度は、4つの実行団体が本格的に支援事業を開始しました。

「2021年度事業概要」

An imo  P l u s株式会社

【 代表者からのコメント 】

【 事業内容 】

ナー研修やマインドセット研修など、きめ細やか
な伴走支援を実施しております。「学びあい」を
卒業した参加者は、現在BPOの業務に取り組ま
れています。社会と関わり、収入を得られる人材
を増やすことで、シングルマザーの貧困と孤立
の解決に取り組みます。

デジタルスキル習得による不動産業への就労、起業支援
不動産エージェントとして稼働するまでを段階的にサポート

URL https://remax-japan.jp/

オンライン講座と毎月の１on１に加えて、任意
参加のオンライン座談会やオフ会、宅建勉強会
を開催。同じ環境下の受講生同士の交流がモチ
ベーションの維持や向上に繋がっていました。
講座終了後は副業で副収入、宅建受験、不動産
エージェントにチャレンジ、不動産会社へ就職を
目指すなど、学びの生かし方は人それぞれです
が、共通するのは、未来を良くするために何かし

株式会社IKEZOE TRUST（RE/MAX JAPAN）

【 代表者からのコメント 】

【 事業内容 】

ら行動を始めたこと。
 忙しい中新しいことにチャレンジするには勇気
が必要ですが、その一歩が大切で、このプロ
ジェクトがそのきっかけになったと、頂いた言葉
は、私たちの励みになっています。
 『ママが輝くと、子どもの未来が輝く』をテーマ
に、頑張るお母さんを応援していきます。

支援につながりにくい若年シングルマザーに向けた、
ITを活用した総合的トレーニングとピアサポートプログラムの実践

URL https://www.singlemomssisterhood.org/

シングルマザーが「自分らしくはたらく」ことを
実現するために、基礎的なデジタルスキル、コ
ミュニケーション、マネーリテラシーなどのライ
フスキルを身につけ、その過程で自分を振り返
り、未来のキャリアを前向きに描く機会を提供し
ています。これまでの受講生の多くが「シングル
マザーだから」という理由で諦めていたことを、
プログラム期間を経て今では自分の可能性と

NPO法人シングルマザーズシスターフッド

【 代表者からのコメント 】

【 事業内容 】

未来を信じ、目標に向かって一歩ずつ前に進ん
でいます。
今回、グラミン日本様からのサポートを受け、と
りわけ支援につながりにくい10～30代の若年
層の母親たちに支援を届けることができます。
彼女たちが本来の力を発揮してより良い未来
を切り拓けるよう支援を続けたいと思います。

共感伴走、スキル習得、就労・起業機会の獲得等を通じ、
個々人のメンタルの変化・成長を伴いながら経済的に自立することを支援する

URL https://hartfullbank.com/

期間を決め、新しいことに取り組み、月収を上げ
る。「シングルファミリー555日のチャレンジプ
ロジェクト」では、この3つを決意した志の高い
シングルマザーが各人の目標に向かって日々
取り組んでいます。
仕事、育児、お金、人間関係、自分の人生…悩み
や事情は人それぞれ。決まりきった正解もあり
ません。

一般社団法人ハートフルファミリー

【 代表者からのコメント 】

【 事業内容 】

自分と家族のために前に進もうとしている人同
士のポジティブなエネルギーを大切に、一緒に
走ったり、一緒に止まったり、一緒に考えたり、1
人1人の心に寄り添いながら、555日を完走で
きるようにサポートしています。収入をあげると
いう具体的な目標を達成するための行動や思
考、習慣が自信に変化し、さらなるマインドが高
まる転換となります。

代表取締役
橋本 典子

CEO
佐久川 靖行

代表理事
吉岡 マコ

理事
西田 真弓

①人材を集める ②学習費用を
　補填する

③教育する ④雇用を創出する

⑤社会的インパクト評価

希望に応じてグラミン日本に
よるマイクロファイナンスの
融資も利用可能

助成金による
一部または全額補助

2025年3月までに
300名以上の

シングルマザーの自立を
目指します

SAP Fieldglass®の
ソーシャル・
リクルーティング
プラットフォームも
利用可能

キャリアカウンセリング
面接対策、出口企業
とのマッチング

全国企業

デジタルスキル＝経済的自立

IT基礎 動画編集

テレワーク基礎 財務経理

RPA開発 デジタルマーケティング
など

マインドセット＝精神的・社会的自立

自己受容 金融教育

振り返り 開業・起業支援



グラミンメンバーの声
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望月愛巳さんは、フルタイムで働きながら小学生

の娘さんと生活しているシングルマザー。週末に

は、自宅で子供たちに英語を教えています。もと

もとは、自身の留学経験とママ友からの後押しで

始めた英語教室ですが、教わる子供たちが増える

につれ、ビジネスに発展する可能性を感じ、起業を

考えるようになりました。

子どもに英語を教える中で、『英語を学ぶには目

的を設定することが大切。だから、子供たちに夢

や目標を伝えるためにMIRAI Mapを使ったワー

クを行いたい』と考えるようになりました。

望月さんは、養成講座に参加するにはお金や時間

がかかる上、起業するためには「覚悟」や「金融知

識」が必要だと躊躇していました。そこで、シング

ルマザー支援協会からグラミン日本の案内が流

れてきたことをきっかけに、「ミライWorkShop」

に参加することになりました。

ミライWorkShopとは、稼ぐ力を身につけ、就労

／起業を目指す無料のワークショップ。全3ステッ

プを修了すれば、起業資金の融資を受ける道が開

かれるため、望月さんにはぴったりでした。

実は望月さんには、過去にシングルマザー支援の

イベントで「シングルマザーはかわいそうな人」と

扱われた経験があり、それに奮起する気持ちも

あって、少しずつ収入アップを重ねてきました。し

かし、さすがに起業したいという覚悟はまだ持て

ずにいたところ、ミライWorkShopで出会った同

じシングルマザーの仲間たちから支えを得ること

で、自分も頑張っていこう、と思えたと言います。

現在は、グラミン日本からの融資を受けて、英語

教室の教材やMIRAI Map®の受講料に充てて、

より質の高い学びを子供たちに提供する準備をし

ています。

彼女は「グラミン日本では、挑戦すると決めたらそ

れを支えてくれるプロの方々と仲間がいて、歩み

を進めるための環境が用意されています。」と話

しています。

そして「起業を目指して誰かに手伝ってほしいと

思う時に、何の利害関係もない新しい出会いがあ

ること」をありがたいと感じているそうです。

彼女は夢を追い、仲間と一緒に精力的に活動の場

を広げています。

グラミン日本だからできる、

エンパワーメントがあります。

望月 愛巳

沖縄県の中でもとくに女性の力が強いと言われ

ている宮古島。宮古島の小さなコミュニティの恵

みを受けながら、6歳の息子さんと暮らす新川瑠

美さん。

なんと最近、本業の傍ら、子ども食堂にも挑戦し

ているとのこと。バイタリティ溢れる熱い女性かと

思いきや、ゆっくり丁寧にお話する、どちらかとい

うと涼しげな印象を与える女性でした。グラミン

日本との出会い、そしてその後の人生についてお

伺いしました。

新川さんは3年前に離婚を経験し、今後の仕事を探

していました。その過程で、シングルマザーを支援

する団体の講座に参加し始め、やがてグラミン日本

と「でじたる女子プロジェクト」に出会ったのです。

最初の応募では、残念ながら落選。しかし、諦めず

前向きに挑戦した結果、2022年10月になって

ようやく「でじたる女子プロジェクト」への参加の

機会を得ました。このプロジェクトの中で、専門的

な技術を学びながら、5～6人のチームでミーティ

ングを重ねていきました。

新川さんにとって最も楽しかったことは、週1回の

ミーティングでした。「雑談の中でも、みんながど

んなふうに工夫をしているかを聞いて、同じよう

に頑張ろうと思いました」。一人で勉強するのはつ

まらなくても、仲間に刺激をもらいながら、楽しく

進めることができたそうです。

でじたる女子プロジェクトを経て、彼女自信が一

番変わったと思えたのは「最後まで物事を成し遂

げる自信」を得たことでした。これまでにもセミ

ナーや勉強に取り組んできましたが、時間の制約

や挫折感から、完遂できなかったことが多かった

そうです。しかし今回は、不安な気持ちもありまし

たが、仲間やサポーターの助けを得て、最終的に

は試験に合格し、仕事を得ることができました。

新川さんはグラミン日本のワークショップで得た

自信を胸に、現在は外資系企業からプロジェクト

進捗のサポート業務を受託し、週3で在宅勤務を

しながら、以前から続けていたエスティシャンの仕

事も週3で続けています。これにより時間に余裕

ができ、彼女は以前から興味を持っていた『子ど

も食堂』に挑戦することができました。

新川さんの活動を支える大きな要因は、友人のシ

ングルマザーとの共同生活です。2家族でシェア

ハウスすることで、勉強時間には友人が子どもの

面倒を見てくれます。この新しいライフスタイル

と友人のサポートによって、新川さんはさらに活

動を広げています。

「今までたくさんの人に支援してもらったから、こ

れからは私が支援する側に立ちたい」

宮古島で助け合いの精神を学びながら、さらに支

援の活躍を広げていきたいと意気込む新川さん。

新川さんの挑戦はまだ始まったばかりです。

～仕事と子育て、
   そして地域貢献活動を全て叶えるのは、
    友人とのシェアハウス～　

新川瑠美

MIRAI Map®とは
MIRAI Map (未来マップ)授業とは、「 ”夢” を原点
として考えたとき、社会はどう再構築されるだろ
う？」という問いを持ちながら、2030年の ”地球の
声” を聴いて、未来の ”夢” を描きます。
https://happiness.123-coach.com/mirai-map

「今度は支援する側に」



企業等との連携紹介
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ＳＤＧｓアクションを、私たちとともに

グラミン日本は「日本の貧困」という社会課題に取り組んでいます。
貧困の連鎖を断ち切り、持続可能な社会を子どもたちに引き継ぎます。

グラミン日本では「資金のご支援」「雇用機会の提供」
「ソーシャルビジネス共創」、３つのかたちで企業の
みなさまとの連携を進め、女性の経済的自立を目指しています。

資金のご支援：賛助会員としての会費、ご寄付をいただき、グラミン日本の活動に協力いただくパートナーシップです。

雇用機会の提供：グラミン日本が支援する多様な人材に、労働機会をご提供いただくパートナーシップです。

ソーシャルビジネス共創：グラミン日本と連携し、ビジネスによる社会課題解決を目指すパートナーシップです。

パートナーとの共創事例

雇用機会の提供
一時的な支援ではなく、「自ら稼ぐ力をつける」ための支援が、女性の経済的自立には不可欠です。そのためにグ
ラミン日本は、エンプロイアビリティ（雇用される能力）の向上を図っています。そして、パートナー企業のみなさ
まには、求められるスキルを獲得した女性たちに雇用機会をご提供いただいています。
10 ページで紹介している「でじたる女子」プロジェクトでは、RPA 開発、SAP テスト、デジタルマーケティングなど、
ニーズが高まるデジタルスキルを修得した女性たちと、人材不足を課題とする企業とのマッチングを実現しています。
みなさまの雇用ニーズをお聞かせください。ダイバーシティ経営実現に向けて、多様な人材をご紹介します。

ソーシャルビジネス共創　株式会社UPDATER
あらゆるモノの「顔の見える化」で社会のアップデートを目指す株式会社UPDATER様と、グラミン日本は、2021年
9月より共同プロジェクト「グラミンでんき」を展開しています。
「グラミンでんき」の契約者が支払う電気料金のうち毎月100円を、グラミン日本に寄付いただきます。
また、グラミン日本が支援するメンバーが、UPDATER が提供する「みんな電力」を契約した場合、1年間の電気料
金を同社にご負担いただきます。これにより女性たちは、電気代の心配をせずに、経済的自立に向けたチャレンジに
取り組むことができます。

グラミン日本の活動にご関心ある企業の皆様はこちらから。

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　
法人向けサイト



支援者インタビューご支援いただいた皆様
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弊社は従業員数50名未満、その内総合職は10 

名程ですが、前年度売上は120億円を計上いたし

ました。弊社の従業員の9割が女性です。弊社の主

力事業のひとつである霧島天然水「のむシリカ」事

業では、お客様のニーズを的確に捉え、かつご購入

後のサポートサービスを担う人員として、コールセ

ンター業務が非常に重要な役割を担っています。

例えば解約を御希望のお客様の御要望を伺い、そ

の結果として契約御継続となる場合、契約の獲得

と同等の価値があります。このように高いコミュニ

ケーション能力を発揮して活躍されている多くの

女性が、弊社の事業を支えていると言っても過言

ではありません。

しかしながら、日本全体で考えた場合、御結婚、御

出産等の人生の転機により、やむを得ず退職を選

択する方が少なからずいらっしゃいますが、その

方々が一定の期間を経て復職を考えた際、企業側

がその期間を「消費者としての成熟期間」と捉える

のではなく、単なるブランクとしてマイナスに捉え

ることにより、復職を願う方々の能力を存分に発揮

できる環境ではなく、ともすれば不本意な待遇、あ

るいは環境で働くことを選択せざるを得ない現状

があるのではないでしょうか。弊社は特にコールセ

ンター業務をシステム化し、御自宅で時間資産を

Qvou が解決したい社会課題、

グラミン日本との出会い、

シングルマザーの方々への想い

株式会社 Qvou 代表取締役 久保 龍太郎

資金や資産の提供によるパートナーシップ

起業や就労の支援によるパートナーシップ

人材の提供によるパート

アクセンチュア株式会社

アクセンチュア株式会社

SAPジャパン株式会社

SAPジャパン株式会社

デロイトトーマツコンサルティング合同会社 株式会社メンバーズ

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 株式会社キート

エヌエヌ生命保険
株式会社

一般財団法人
日本民間公益活動連携機構

（JANPIA）

株式会社UPDATER
（旧みんな電力株式会社）

三井不動産株式会社 株式会社
セプテーニ・ホールディングス

株式会社
セプテーニ・ホールディングス

クリーン・テクノロジー
株式会社

東京南
ロータリークラブ

医療法人社団咲優会

株式会社 Qvou

Animo株式会社

一般社団法人Robo Co-op 学校法人桜美林学園

一般社団法人
ハートフルファミリー

MAIA株式会社 ランサーズ株式会社一般社団法人日本シングルマザー
支援協会

有効活用して働いていただけるようリモートワーク

環境を準備することで、通勤ストレスを軽減し、多く

の女性が能力を生かし、待遇面においても良好な

環境でイキイキと働ける場を創出することに注力

しております。

グラミン日本の活動には、以前から注目をしており

ました。「誰もがいきいきと社会で活躍し、持続する

社会」というグラミン日本のビジョンが、まさに弊社

の目指す方向性と一致しているからです。弊社顧

問を通じて百野理事長にお目にかかり最新の活動

状況を伺い、加えて中川理事に前職でコールセン

ター業務のシステム化に従事されていた御経験並

びに現在グラミン日本が取り組むシングルマザー

支援の拡充施策について伺ったことが、賛助会員

として参画させていただく契機となりました。

弊社での活躍のフィールドは、前述した総合職、リ

モートワーク環境下のコールセンター業務だけで

はありません。ヘッドスパ「Kuu」事業、タイ古式

マッサージ「SORA」事業を多店舗展開しており、

多くの女性が活躍し、今後も必要とされています。

グラミン日本との共創により、誰もがいきいきと

輝ける社会へつなげるべく、弊社及びグループ企

業が一丸となり、貢献してまいりたいと思っており

ます。

2023年9月末 現在



団体概要スタッフ紹介
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私はSMBC日興証券（株）名古屋支店のプライ

ベート・バンキング部で、内部管理業務を行ってい

ます。当社には、業務時間の最大20％までを社会

貢献活動に使ってよい「プロボノワーク」という制

度があり、3年前にこの制度の公募に手を挙げたこ

とからグラミン日本との関わりが始まりました。現

在はプチ起業支援のミライWorkShopの運営、連

携先支援団体の開拓、就労支援のための業務受託

その先にいる、
子どもたちの「笑顔」のために
マイクロファイナンス事業部 山口 学さん

団 体 名
所 在 地
電 話 番 号
登 録 番 号
H P

一般社団法人　グラミン日本
〒103-0022　東京都中央区日本橋室町1-8-7 東信室町ビル4階
03-3516-2890
東京都知事(T2)第31700号　日本貸金業協会会員 第006047号
https://grameen.jp/

名 誉 会 長
創 設 者
理事長・CEO
理事・COO
理 事

監 　 　 事

青 井  浩 株式会社丸井グループ 代表取締役社長

入江 のぶこ 東京都議会議員

内 田  士 郎 株式会社コミュニティーメッシュ 代表取締役会長

江 成  道 子 一般社団法人日本シングルマザー支援協会 
代表理事

大 石  英 司 株式会社UPDATER 代表取締役社長

大 我   猛 booost technologies株式会社 取締役COO

小原 壮太郎 一般社団法人the Organic 代表理事

影 山  泰 仁 ケイジーコンサルティング株式会社 代表取締役

神 永  晉 住友精密工業株式会社 元代表取締役社長

加 藤  智 康 三井不動産株式会社 常務執行役員

塩 田  真 弓 株式会社テレビ東京 報道キャスター・記者

鈴 木  桂 治 全日本柔道男子監督

月 田  有 香 株式会社MAIA 代表取締役

鈴 木  敦 子 NPO法人ETIC. Co-Funder / シニアコーディネーター

島 田  圭 子 ラッセル・レイノルズ・アソシエイツ・
ジャパン・インク マネージング・ディレクター

橘 田  大 輔 ブラックストーン・グループ・ジャパン株式会社
代表取締役

中 内  綾 一般社団法人アフリカ協会 理事

中 村  誠 司 Team Energy株式会社 代表取締役

丹 羽  恵 久 ボストン・コンサルティング・グループ
Managing Director & Partner

原  丈 人 アライアンス・フォーラム代表理事、
デフタパートナーズグループ会長

平野 啓一郎 芥川賞作家

藤 沢  久 美 シンクタンク・ソフィアバンク 代表

藤 田  英 明 株式会社アニスピホールディングス
代表取締役社長

M I N M I シンガーソングライター

安田クリスティーナ 国際NGO InternetBar.org ディレクター

安 井  正 樹 PwCコンサルティング合同会社 パートナー、
一般財団法人PwC財団 代表理事

古 村  伸 宏 日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）
連合会 理事長

ムハマド・ユヌス博士
菅 正広
百野 公裕
中川 理恵
シェーファー・平ダーヴィッド
白瀧 征人
髙橋 歌織
小林 立明
近藤 康裕
大倉 然
木村 道哉
兒玉 久実

［ アドバイザリーボード ］

顧 問 岩下 千草
宇佐美 潤祐
太田 智
金 辰泰
児玉 都
根本 剛史
羽生田 慶介
東出 忠昌
三上 幸司
望月 利昭

2023年9月末 現在

先、就労先となる企業の開拓など、複数の業務を担

当しています。さらに今後は、5人組の伴走支援者

であるセンターマネージャーを目指し、グラミンメ

ンバーの経済的、精神的、社会的な自立、そして、

その先にいる子供たちの笑顔のために全力でお手

伝いしたいと思っています。

彼女たちの目が、自分自身の夢の実現に向けて、

強く輝く日が来ることを、願ってやみません。

私は休眠預金事業のプログラムコーディネーターを

しています。グラミン日本で働くのは週20時間で、

残りの時間でシングルマザーの就労支援を個人で請

け負ったり、社会福祉士の資格取得を目指して、大学

や施設での実習に通うという生活です。

プログラムコーディネーターは、実際にシングルマ

ザーを支援している実行団体の方を、裏方としてサ

ポートする仕事。そのため、実行団体の方の信頼を得

て「グラミン日本の伴走支援のおかげで、より多くの

私の強みを活かした支援

シングルマザーの方へ支援ができる」と感じて頂き

たいです。

シングルマザーの生活が著しくハードモードなのは、

決して自己責任ではなく社会の構造的な問題で、私

もその社会の中の女性のひとり。同じ想いを持った

方が様々な業界やセクター、性別、年齢の壁を越え

て活動されている場所で、私は私の強みを活かして

支援ができればという思いを持って入職しました。

助成金事業チーム 前川 典子さん



財務会計報告
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1．経常増減の部
（1）経常収益 88,825,779

当 年 度科 　目 前 年 度 増  減

5,897,000
7,871,817
3,928,985

51,388,016
2,925,000
7,371,185
427,320

37,437,763

2．経常外増減の部
（1）経常外収益 342,260 332,5719,689

88,014 -1,499,1901,587,204（2）経常外費用

174,102 164,4139,689

2,972,000
500,632
3,501,665

150 -12162

受 取 会 費

（2）経常費用 88,444,027 53,909,35434,534,673
13,336,141 7,415,8635,920,278 事業費用
75,107,886 46,493,49128,614,395
381,752 -2,521,3382,903,090

 管理費用

雑収益

88,014 18,00070,014法人税、住民税及び事業税
- -1,517,1901,517,190雑損失

168,158 168,158-貸倒引当金戻入額

当期経常増減額

254,246 1,831,761-1,577,515当期経常外増減額
365,998 -689,5771,325,575当期一般正味財産増減額
1,065,887 1,325,575-259,688一般正味財産期首残高
1,701,885 635,9981,065,887一般正味財産期末残高

事 業 収 益
受 取 寄 付 金

71,127,827 40,664,52330,463,304受 取 補 助 金 等
雑 収 益

Ⅰ．一般正味財産増減の部

基金期首残高

基金期末残高 16,020,000 16,020,000 -
16,020,000 16,020,000 -

Ⅲ．基金増減の部

 受取助成金
 一般正味財産への振替額（助成金等） -71,127,827 -30,463,304 -40,664,523

73,202,166 58,315,000 14,887,166

当期指定正味財産増減額
 指定正味財産期首残高 46,267,614 18,415,918 27,851,696
 指定正味財産期末残高 48,341,953 46,267,614 2,074,339

2,074,339 27,851,696 -25,777,357

Ⅱ．指定正味財産増減の部

66,063,838 63,353,501 2,710,337Ⅳ．正味財産期末残高

正味財産変動計算書
2022年10月1日から2023年9月30日まで

1．流動資産

2．固定資産
（1）特定資産

（2）その他の固定資産

その他固定資産合計
固定資産合計
資産合計

  1,207,458 
  49,549,411 
  71,649,070 

  1,218,472 
  47,486,086 
  67,101,847 

  -11,014
  2,063,325
  4,547,223

現金預金
未収入金

前払費用

短期貸付金
貸倒引当金繰入

  19,454,914 

科 　 目 当 年 度 前 年 度 増  減

  326,384 

  286,319 

  1,586,440 

  3,396,480
  173,664

  -41,841

  -1,497,266

  16,058,434 
  152,720 

売掛金 330,000 169,101160,899 
  328,160 

立替金 115,602 115,602-
  3,083,706

  -   168,158-168158
15,973,416 -2,243,61918,217,035

一括償却資産

長期前払費用
敷金

  - 

  7,458
  1,200,000

  - 

  18,472 
  1,200,000 

　 助成金   48,341,953   46,267,614   2,074,339
特定資産合計   48,341,953   46,267,614   2,074,339

  -

  -11,014
-

流動資産合計

Ⅰ．資産の部

1．流動負債
未払金
未払費用

預り金

  690,633
  2,374,707

956,344

  277,970
  1,025,338

436,973

  412,663
  1,349,369

未払給与   1,475,548   1,908,665   -433,117 
未払消費税等 - 29,400   -29,400 
未払法人税等   88,000   70,000   18,000 

519,371
5,585,232 3,748,346 1,836,886
5,585,232 3,748,346 1,836,886

流動負債合計
負債合計

Ⅱ．負債の部

1．基金 16,020,000 16,020,000 -
2．指定正味財産 48,341,953 46,267,614 2,074,339

-71,127,827 -30,463,304 -40,664,523

3．一般正味財産
正味財産合計
負債及び正味財産合計

1,701,885
66,063,838
71,649,070

1,065,887
63,353,501
67,101,847

635,998
2,710,337
4,547,223

Ⅲ．正味財産の部

貸  借  対  照  表
2023年9月30日現在 （単位：円、税抜） （単位：円、税抜）

（うち特定資産への充当額）

寄付金／会費
収益の内訳 費用の内訳11％（892万円）

事業費用
15％（1,334万円）

事業収益
9％（787万円）

8,882万円 8,844万円
受取補助金等
80％（7,112万円）

管理費用
85％（7,510万円）
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